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(忠和 19 1 月 14 日 受付 ) 


Experimentelle pathologische Untersuchungen uber die 
langdauernde m-Toluylendiamin-Verabreichung. 
(5. Mitt.) (Tafel XVIII) 


Jiro Nagata 
(Pathologisches Institut der Kyoto Kaiserlichen Universität) 
(Eingegangen am 14, Januar, 1944) 


Kar. これ , KREMERLTFALONT m-T 乃至 0-Amidoazotoluol 作用 に 相 
違 が 記載 され て ゐる か ら で あ る . EI, FAR (1986) Ik m-T LEHRER CORRS 
林 氏 (1939) ARIAS LC, LOS 
た ミ い ふ . 渡邊 氏 (1987) LL 
た ミ い ふ . 更に 此 間 , mT CH PRITAM, ラッテ, マウ ス , 
LO. Th, 要する ぁ る も の に 用 性 時 硬 を 生じ , AS 
SDM 

次 に o-Amidoazotoluol MW EHE (1988) は マウ ウス に これ を 用 ひ 
し め て る る . HERRN 
ぁ る 類似 せる 事 を 思 は せる も の が ある . 然し 其 後 , 西山 氏 (1935), Fieser (1938) 等 は 
o-Amidoazotoluol 9 RY LD TOS. RES DAL 
ひ た 川 村 氏 (4935), ご れ ひ た 吉 田 氏 (1935) EAN 
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RU, 冶 化 の ある こ 


ミ を 記し て る ない . 
以上 の に m-T er 
BIRO IF ARRS HAT, mT を 以 て する マウ ス の 長期 を 
みる 必要 が ある . 
RT ROBES 
UCR O RAL 面 も 此 際 マ ゥ ス 肝 細 胞 
に は 核 内 に , BS, DOS UT RO CHR 


VERS し て 利用 する ぁ る に は , BO 


ラッツ テ に 用 ふる ミ 同 濃度 の m-T を 以 て マウ ゥ ス ぇ を 飼養 する に , HB 


健康 ゥ ス 80 (PIE 21.08) を 使用 し た . MEK, 
検索 法 . KSA CHA. 食餌 は 第 1 


で ある が, 


マウ ス は ラッ テ に 比 し 著しく 信 食 で ある 人 管 に , 
ミ 定め た . KTI-Y/ m-T Omg CHA. 


れ ば ラッ テ の 場合 よめ 多量 の m-T LITKA. 


本 期間 は 7 月 19 日 よめ 11 月 22 日 に 及ぶ 129 日 間 で ある . mT fi 

期 | (80) (227 せる は 8 例 で ゎ あつ て , MRMHA R129 日 に 及 
Gay | ATE. は マウス に し て も ラッ に 

_1 | 4 2 | 8 | 於 ける ミ 同 様 に 激しい 毒性 を す る が , その 

el 4 | 6 | 22. 

2 | | 1 | 21| 血液 所 見 ME 
7 3 | 2) 2) 8 | 血清 ビリルビン 検索 の 結果 , 

13 | 0| Of 1] 01| 潜 に ょ つて 検 す る に , 何れ も 陰性 で れつ た . 

| 2 | 0 | 肝 の 肉眼 的 所 見 CCHF 

所 見 は , 一 般 に その 表面 は 下 で あり , 

| 色 乃 赤 を 早 し 硬度 も 常 で お つた が , 

a ノ | | 1 | 
計 19 61 25 |202 | て , 明か に 有 麻 硬 蟹 像 を 認め た (第 1 園 ). 
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肝 の 病理 組織 的 所 見 CR Lic 19 例 , 死 し た も の 

で 検索 に 不適 も の を 除い た 10 例 , 合計 29 
ARS HEB UROM CHA. 

記載 方 法 は 凡 て 第 AERO I CHA. 


第 I 表 
| | 5 
| 7 [207 0.8 0.1 
7 | [0.7 0.1 に に に に に に に に に に ++ に に - に に 
81261 4 | 41) 
| 26 |10 | 0.9 - に に + に に プー 
10 30 を | 1.2) 01---32++ HESS AS 
(18)) 35 | | 16 | 1-0). 0.1) 
(48) 42 る 18.0.8) 
\(22) 63) | 21) 1.5) 0.9- 
(26) 3 21 120.4 
28)| 94 3 --- -- 
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第 1 期 ) m-T ERS UTH 
は れろ . BD, 星 細胞 は 肥大 増生 し 核 濃 を る る も の が 多い . 
に は 二 核 性 の も の を 認め る 他 著 い は な い . RAB 

第 2 期 (3~6 週 ) OBTM Rich, この 部 
CRS. 小葉 中 心 部 細胞 索 狭 小 ミ な , 
る を 原則 ミ し て ゐる. 後者 に は 二 核 細胞 多い (第 4 ). 
好 に 行 は も れ も て ゐる . OSLO 2. 

は 一 般 に 肥大 し 核 も 赤 大 ミ な つて ゐる る が , 肝 小 葉 は 装 小 し て 來 る ぁ . 二 核 細胞 は 前 期 よ 
肥大 胞 内 に 形 の 酸性 封入 認め る . 脂肪 は 
第 4 期 (100 日 以上 ) 7 MS DOT, 
AREAL, 小葉 の 改築 は 存 
TAN. 本 例 に は は な い が 織 像 より すれ ば , 
HOWE ART ラッテ の 如き 潤 管 の 増生 を ふ 
この 場合 肝 細 胞 肥 は 著しく , RO 
に も 洋 す ぁゃ も の 多く , 時 に は 二 核 性 の も の も ある が 前 期 よ り 少 い : PRLABKSE 
大 核 内 に 封入 認め る こ ミ が 多い . AS, BR 
位置 は 一 定 せ — し 陽性 な ぁ こ ミ あ , 険 性 な ぁ る こ ミ が あ 

括 

TI UE, 解離 の 像 な く , 小葉 中 心 
部 肝 細 胞 索 は 狭小 ミ な り , ICAU, 周 
部 の も の は 肥大 し 原形 質 は 明 ミ な , 次 で 星 細 
同時 に 肝 細 胞 核 の 大 型 化 は 高度 な り , 二 核 細胞 は 多 く 
な つて 來 る (第 4 il). この 際 個 々 の 肝 細 胞 は 大 な ぁ に も 拘ら 5 双 小 葉 は 却 つ て 装 小 を 示 
し て ろ ゐる: 時 に は か る 肥大 細 胞 内 に AR を 認め る 
この 時 期 に は 核 内 封入 多く な り , 2. 
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COKW. Dr» AS m-T テ ラッ に あつ て は 極め 
UR CA 0, 2~3 CREA 
認め た に 過ぎ な い . | 

し, 更に この も の が に 前 化 を 異型 的 増生 を 示し た . マウ ウス で 
LTRS. 

更に , MER ROH TEN eB RS 
こ ミ が あつ た が , マウ ゥ ウス に 於 て は 8 (MME 26 A), 10 HF (HH 30.8) 2 MICH 
増生 様 像 を 認め た . 

15 例 全 に 陽性 に 出現 し , TOMBE TSR 

既に ラッ テ に 於 ける ミ 比 較 し て マウス CH 
特に m-T OP AREER APMO S し て 詳 講 し て 置き た い . 第 一 は 飼 状 初期 及 中 
期 に ける 肝 細 胞 の 態度 で ある. BD, 肝 重 は じ , Feb Rit 
肝 細 胞 の 縮小 は 験 り 閉 し く な い . Kb, 挿 書 (第 3 園 ) に ある 如く 中 期 の 小葉 中 心 部 に 
RCH SED Cis, 同期 に 於 て も の 中 間 
周 部 の 肝 細 胞 著しく 大 型 で ある .. S も て も , 
それ 自 肥大 如く 代 像 で は な く , の 小葉 位 内 に 於 ける 現象 な 
の で か ら , U CRT SARS. Mb, 此 犬 型 
FAUL EAN (An) の も の 及 味 に それ が 2 個 倉 有 せ られ ぁ る も の が あり , 時 に 
は 8n 染色 性 ら 認 め ら れる 勿論 , 核 比例 し て の 大 さも 大 で ある. 換言 
CB RK AMMA eA LT ES, UCR 
現象 は 如何 な る 意味 有する か . IL 
は , 一 般 組 織 に 共通 の こ ミ で は ある ゃ が, 此 場 合 そ の 代償 的 再生 現象 が 不 十 分 作ら 行 は 
れ て を り 9 り , それ が 犬 型 細 胞 ミ し て 現 は れ て ゐる に 過ぎ な いい ので ある . ME AMA 
rR ED 6 見 て 機能 的 肥大 で は な く , 細胞 分 裂 の 中 編 に ょ つて 姜 現 し た 異常 的 存在 
THOT, 胞 護 量 に 於 て FS, 
8n 核 の 細胞 = THAT 見 る べき で ある ろ る. 天野 , 安藤 兵 等 ば "o- 
Amidoazotoluol RAO) EBRD, An RRO MEMO) 
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人 ミ 解 し て ゐる . FOBUS, m-T Dr 作用 様式 を 端的 に 明 す 
現 ミ し て これ を 解す ぁ なら ば , mT 
m-T は 肝 胞 で は ある が , 必ず し も 機能 に る 
LI (その 査 は か る 細胞 が 合成 力 に 於 て 間 然 する も 
の は な い ), BA Hepes (Vegetationsgift) ミ い ふ 名 を 以 て 解せ られ ぁ ミ ころ の も の で 
HA. Ht, これ, mT 初め て 認め 得 ら 
れ た 現象 ミ い ふ べ き で あつ て , 看過 すべ か ら ざ る mT の 作用 様式 で あろ. 

fal, BE O, 肝 細 胞 核 内 に 一 種 の 核 封 入 が 出現 する 
が , これ に 就 て は 後 薦 に 於 て 述べ る ろ る. 

を 試み た が , 本 同 は ラッ テ に 代 へ て マウ ゥ ウス を 用 ひ て 同様 の 冥 験 を 試み , 動物 の 種 局 的 

する る 期 な く , HI Chat 後に 極 の 潤 管 , TRB 
RD te. の 増殖 は に の み 存 し , ラッ テ の 如く 腺腫 様 に 密生 し て 


2 BE, 解離 の 像 は な い が , 
BADD 小 華 は 第 に 装 し ,. 定型 的 分 を 認め ぁ こ ミ は 稀 で 
HA. OF KO (4K, U, 4 
過程 が ET LES, SMHS tr 
A. 従 つ て mT SOT, 細胞 分 裂 中 
1 (4~8 現 は れる が , これ に MCs 次 の 機 に 報告 
すろ る. 


な か つた . MRL, AR RE HA 129 日 の 例 で は 
RS を る に 止ま つた , 

て 表す る . 
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TAFEL XVIII 


ふさ, 


Abb. 1. m-Toluylendiamin-Lebercirrhose der Maus. 
(129 tägige Fütterung. Maus Nr. 29.) 


> 


Abb. 2. Ausgeprägter Azinusumbau und Glissonsche 
Kapselverdickung mit Zellinfiltration, jedoch 
nicht typisch annulär-cirrhotisch ! 


und Abb. 4. Leberzellen gross und meist zweikernig. 
(30 tägige Fütterung. Maus Nr. II. Oel-Imm.) 


intensiv basophil, in der intermediären Zone sowie 
Azinusperipherie dagegen sehr gross. 
(26 tägige Fütterung. Maus Nr. 8.) 
Experimentelle pathologische Untersuchungen über die langdauernd 


Jiro Nagata: 
m-Toluylendiamin-Verabreichung, (5. Mitt.) 


| | | 
2 
(Dieselbe Maus wie Abb, 1.) ar 
| 
| FR 

Abb. 3. Leberzellen im Azinuszentrum ‘klein Pets 
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50 (1943). 2) Fieser, L. F., Carcinogenic Actiyity, Structure and Chemical Reactivity 
of Polynuclear Aromatic Hydrocarbons. Am. Jour. Cancer. 34, 37 (1938). 3) #4 A, ト 

4) 25, 411 (1935). 5) 西山 保雄 , = 

ス に ける o-Amidoazotoluol fig Hi. 29, 293 (1935). 6) 

> HR. 38, 174 (1944). 7) 宇治 , Toluylendiamin 
Ch AAR SR. 26, 580 (1936). 8) , Toluy- 
9) 吉田 富 三 , o-Amidoazctoluol 飼養 に 因 る AH て . FR. 29, 302 
(1935). 


‘ 
4 
m 
- 
id 
= 
= 
ER 
' 


(BERET DAH) 
REET ARE * XTX) 
H 


昭和 19 年 1 月 14 日 受付 ) 


Experimentelle pathologische Untersuchungen über die 
langdauernde m-Toluylendiamin-Verabreichung. 
(6. Mitt.) (Tafel XIX) 


Jiro Nagata 
(Pathologisches Institut der Kyoto Kaiserlichen Universität) 
(Eingegangen am 14. Januar, 1944) 


o-Amidoazotoluol — か 析 モ デル ミ し て 余 は m-Toluylendiamin を 用 ひ 
ラッ TV れ を 詳 し た が 特に マウ ぇ に 於 て 

を 認め た . Ti, 此 際 , こ ミ は m-T 
DRO Pee, ED, HB (Vegetationsgift) = し て 作用 し つ HS 725 
目 せ られ つ ^ あ る ミ こ ろ の も の で ある ので, Biri tOMRLEMLIAC HERE 
る こ ミ ミ し , CAL HSA. 

材料 は 第 5 ADD CH HATO 

所 見 及 解 

PEEL m-T 飼養 * ゥ の 肝 細 胞 に 現 は れる ぁゃ の は , 
の も の が 認め られ て か ら の こ ミ で ある . BEAT EDER 2 期 (3~6. 週 ) に 於 
て 小葉 に 現 は れ て ゐる る が , 特に i6-14 
週 ) 此 期 に は 小葉 が 第 に 装 する に も 拘ら す , APB 4 核 細 
胞 , の で ある EO Rist, 再生 肝 細 胞 
の 分 裂 が 中 統 し て 。 か > ゝ > る も の が 生ずる ミ 断 じ た の で ある . 

次 に , 此 大 型 肝 細胞 出現 し て 後 よ 9, ARO 
2. その 最も 早期 に 確 め 得 た の は 飼養 開 始 42 日 の *・ ゥ ぇ で あつ た が , これ の 最も 題 著 
に 現 は れ た も の は 129 日 の ウス で ある . UT CDAD, 第 
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3 園 に 示す が 如く , 8n 核 乃至 そ れ 以 上 の 大 さ の 肝 細 胸 核 内 に 4~5 AD 3~8 A A 
ん ミ す る 場合 も ある. S b POM < 
い . Ti, 
(1937) HR AR A, RRO REMI 
等 性 を 認め , SIM LTAAD. RO 
合 よ り は る か に 大 量 で ある . CHM L, 
芝崎 氏 が Butter Yellow AR CHM LTAAOS 性 格 上 一 致す ぁ も 
AL, は これ を 以 て ルス の 作用 に す る に 先立つ て 若 案 
HA. 封入 出現 する ぁ の は 大 型 細 胞 あつ て , その 大 細 胞 る 
や , 前 丈 の 如く 増殖 相 よ り は 機能 相 に 在 ち も の ミ 解 せら れる ぁ る 細胞 で ある . HOT, # 
入出 の 現 初期 の 肝 細 胞 於 て は , SN 4 mM 
其 億 に 核 仁 の 大 さき が 増す か , は その 途 次 に 融合 し て 
が 減じ る も の ミ 解せ られ る ぁ る . RTS 多い が , 古く 
Haecker (Archiv. f. mikr. Anat. Bd. 41, 1893 u. Bd. 42, 1893) は 仕 を 以 て 核 の 
ェ エル が スチ ツ シ ュ な 組 材 で , BAKEPALDISAKD, これ が 核 の 再 使用 不可 能 
な る 排 な りや , R, Tischer DRAM 物 な りや に 就 
て 問題 で あり , Hic, Strasburger 
で な けれ ば 決定 出来 な い . 叉 , LIC, Ch UTHEAD—E 
SAT LOMAS. Min AH 古賀 氏 等 の 紫外 線 題 微 鏡 的 より すれ ば , 
その 内 容 に は 核酸 を 含有 せ ざ る 種類 の も の で あつ て , 里 酸 性 蛋白 の 代表 的 な ぁ も の で 
HD. 今 , か く の 如 き 核 仁 の 代謝 異常 に よ ぁ る 貯蔵 物 の 増加 な る ぁ る 現象 を 想定 すれ ば , 埋 
AMOR R72, 前 の 大 型 肝 細胞 形成 BD, BERS te 
細胞 ミ 不 可 分 離 の 現象 ミ し て 解す こ ミ が る . Ti, 
ミ 稀 する な ら ば , Lt m-T ORF MC 
CHAI. 

ATED RA RK 先 づ 大 型 の 肝 細 胞 内 に 於 て 核 仁 に 党 が 多 
L, 8n の も の で あれ ば 個 存 する (時 に は この 中 の 一 部 に 融合 ミ 
b HA) ILS. その の 一 部 が 第 に を 増加 し 0 (正常 核 仁 な ら ば 多く 
は その 同定 時 に 核酸 が 仁 に 吸着 し , 75 SBS 
い の で ある ぁ る が ), それ ミ 同 時 に 性 を 明瞭 
に し る . も その 時 に て 初め て て 封入 確認 せら れる る で , HAHOKSD-E 
Uk, 例 , 3~4g 以 上 ミ な ぁ 必要 が あな も こ に ある CORBROMT2 
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の 融合 が 超 , 夫々 の 極端 に て , RROWMF (Textabb. 
下 園 ) が 現 は れる る 事 も ある (HEN FORE 6HABORET 
ML, BREA LOD FE SARO S 
の で ある . fl, SAO 二 性 の 
も の は 極め て で ある . 4, 封入 有する 肝 細胞 は 核 活動 の 中 
BARRE H DMA CH 困難 な 核 ミ BCH 

A. それ 等 の 中 非 定 型 的 な も の を 和書 に し て 見 る ミ Textabbildung の 如く で ある . 1~ 
3 は 照 . 1 ML, 2 は 4 個 に な つた も 
DC, 個々 の は 正常 大 で ある . 8 は 2 の 分 の , BP, 2K (4n) Kir BA. 

4 以下 は 封入 ある る 核 で ある . 4 は 核 型 が 巨大 ミ な つて を , 5, 64K 
せん ミ す る か に 見 える . RUMBDPAKHS 必ず 不同 で も つて , HR Kernfrag- 


2 = £ h 
Pr 
AK 
sw. 
& 
\§ A| / EN 
) & Sax 


Textabb. Verhalten des Kerns und der Kerrkörperchen sowie des 
Kerneinschlusses bei Riesenleberzellen. Skizze. (s. Abb. 1, 3 u. 4.) 


mentierung SE FAODPBHTHA. 8 HAMEL THA. 7 の み が 無 列 後 の 
を が 中 は 未だ 生じ て ゐ な い . KT HAR ODS 
Mire EF OBS UN SM 
い 。 DL OMS TT KAT 
が , か く 大 型 細胞 の 分 列 像 は 稀 で あぁ. 例外 的 に 8n HORA HS 
の を 余 は 一 度 認 め た が , この も の に は 封入 峰 は 存 し て る ゐ な か つた . PRS REAR 
ミ の 係 を 一 度 ミ , 2 期 及 第 8 MON PL CHARTS 
通則 ミ し て 封入 は 認め られ て ない. 面 , 封入 が 出現 する ミ 
現 は 大 型 肝 細 胞 核 の 分 裂 に 大 いな る 緊縛 を 奥 へ て ゐる 事 が 知ら れる . BD, 核 仁 肥満 症 
の は 核 活動 抑制 を 意味 す ぁ も の ミ 解 し て よい . BEER RO RER 
LUGAAL SI, この 様 に 封入 の 現 が 時 に 使用 せら れる べき 物質 (上述 
の Strassurger の 如く ん ば の 材料 さ な ぁ 物質 ) の 不 活性 化 ミ いふ こ ミ ミ す 

封入 仁 以 外 の 組 材 か ら 生 ずる 


| 

\ 

/ 

/ 

- 

x 


361 


ML, この 場合 に は , 核 綱 の 核酸 の 
- す べき 基質 の 一 部 で 化 が 惹起 され ば ぱ ば い . EN 
(核酸 の ) 極 子 つけ た 封入 初期 に 見 られ ぁゃ ミ い ふ こ ミ も , RE 
する ミ い ふ こ さ ミ 合致 す ぁ か に 見 える ( 双 ; 封 入出 の 敷 が 最後 に 多 敷 に な ぁ こ ミ に 農 し 
て も これ の 方 が 好都合 で も あら ぅ が , BT 
RL, 網 の 如何 な ぁ 場所 か ら 入 が 出來 初め か を 再 問 す 
tid, 仁 が 法 網 に 撃 ひ 有する 存在 で ある 以上 , AROEMENERRFELT, 先 
OM EI CHA. 

RI, この 封入 就 て 今一つ 興味 ある 所 見 は , ER RAB 
性 を 旦 する ぁ る ミ いふ ここ で ある (第 4 園 ). 然し , 陰性 の も の も 多い . 例 之 , 一 核 内 に 4 
個 存 す ぁ 封入 英 の 中 で 1 個 が 陽性 で , 3 個 が 陰性 さい ふ こ ミ も ある . 陽性 な ぁ も の は 
表面 に 吸 せる 程度 で は な く , ADI A. Wim, 
し て 和 原 が 陽性 な る 場合 も 見 られ る る . RU 
な る 場合 も ある . COMOWBSL DAD. 従来 か ら 内 糖 原 の 現に て は 多く の 
(P. Huebschmann (1902), G. Fischera (1904), J. Arnold (1908), O. Rosenberg 
(1910), W. Klestadt (1910), 木村 氏 (1924), FLIL FE (1927) が 病理 的 に の みこ れ を 青 
EL 生理 史 現 象 ミ し て は 認め 難 き こ ミ を 報告 し て る ぁ こ ミ を 指摘 する に 止め て 置く 
に 際 し て の み 認 あめ られ る も の で は あぁ る まい か ミ い ふ ー つ の 研究 想定 を 述べ て 置き た 
い . BERS UCORNOR RD COR, 
UCH< OMSHARD CH 5 5. 勿論 か > る 位 
NCAA. 

‘1) + %2% m-Toluylendiamin L. BAK RATS 
こ ミ を 認め た . D> MTC Tit, KR, 一 部 肝 
細胞 に 肥大 が 見 られ る ミ い ふ 了 矛盾 し た 舌 態 , 換言 すき れ ば , 肝 細 胞 核 の m-T に よる 分 

其 核 分 列 更に 細胞 分 列 進行 し な いこ ミ を 意味 し て ゐる . 

SHAMS OEM (RAR BL) 移行 が あり , 従 つ て , 
SD, 

(4) 封 入 は 原 反 性 で ある (BR). この 所 見 に 基 い て , 
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Morphologie des Deberglykogens und zur Struktur der Leberzelle. Virchow’s A. 193, 174, 
(1908). 3) Fischera, G., Über die Verteilung des Glykogens in verschiedenen Arten 
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TAFEL XIX 


GANN VOL. XXXVIII 1944 


Abb. 1. Kleine Einschlusskérperchen in den Leber- 

zellen. Beim Auftreten der Kerneinschliisse nehmen 

die zweikernigen Leberzellen an Zahl plötzlich ab. 
(42 tägige Fütterung. Maus Nr. 17. Oel-Imm.) 


Abb. 2. 
zellen verkleinene sich dieser Azinus sehr 
deutlich. Azinusumbau noch verhalten, 
(82 tägige Fütterung. Maus Nr. 26.) 


Abb. 3. Riesige acidophile Kerneinschliisse Abb. 4. Bestsche Glykogenfärbung des gleichen 

in den Riesenleberzellen. (129 tägige Materials wıe Abb. 3. Die Kerneinschlüsse reagieren 

Fütterung. Maus Nr. 29. Oel-Imm.) teils Glykogen-positiv, teils negativ, unabhängig von 
dem Gehalt an protoplasmatischem » 


Glykogen. Oel-Imm. 
N. B. Abb. 1, 3 u. 4. wurden in gleicher Vergrösserung photographiert. 


Jiro Nagata: Experimentelle pathologische Untersuchungen über die langdauernde 
m-Toluylendiamin-Verabreichung. (6. Mitt.) 
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A 
(昭和 19 年 3 月 4 日 受付 ) 
Einiluss karzinogener Substanzen aui ubertragenes Embryonal- 
gewebe. I. Mitt. Beobachtung bis zum 10. Tage 
nach der Transplantation. (Tafel xx) 
Masato Hashida 


(Pathologisches Institut der Kyoto Kaiserlichen Universitit) 
(Eingegangen am 4, Marz, 1944) 


も の が 組織 の 退化 を 促す も の ミ 見 る な ら ば , KEMBRDVERLAAT, BBORA 
に 好都合 な る 生物 的 條 件 を 生ずる で あら うぅ う 此 意 味 に 
#° TEE Teer, Indol, #38 (Askanazy, Klee-Radwicz, McJunkin, Petroff u. 

Krotkina) の 類 は 脱 移植 時 に 於 ける 化 ミ し て 用 ひら れ て る ゐる る が , FERK 
に 近 時 我 に 於 て 見 せら れ た る 0-Amidoazotoluol o-A), Dimethyl- 
aminoazobenzol (3% Dim) を この 目的 に 使用 す ぁ こ ミ ミ し た . KSPR 
CHAPROMRBOM — LAT ADT, これ を 先 
中 , 移植 胎 に は 各種 の 組織 が 併存 し , DHE IC, RAO MR 
全般 に す る 選 近 性 さい ふ こ ミ が 一 に 出来 る . Mid, 本 論 に 貫い て する 如 
く 移植 術 式 は , 従来 記載 を 見 ざる 程 に 多種 の 組織 乃至 , 
せしめ る ぁ る に 成功 し て ゐる . 本 論 で は , LET 
を 移植 し て , これ が 植付け られ る 最初 の 10 日 間 に 於 ける RESIS, 此 期 間 が 移植 
の 成 に 重大 な る 意義 ミ を 的 に 指摘 し た い . 

験 材料 及 方 法 

AR 808 ラッ テ i870 5 群 に 分 ち , (1.5, 
3 ヶ月, 6 ヶ月, 12 ヶ月 ), oA は 佐々 木 , EM 
の 原 法 に 従 ひ , Dim, Teer 等 を 司 量 を 同 方 法 に て 玄米 に 混 じ て 飼養 し た . 

NER 2 週間 の も の を 用 ひ , SAMRS UT, 胃 壁 ミ 度 下 ミ に 注入 し た . 
一 言 注意 し て 置き た いこ ミ は , LOR OO HA 
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ARIES ABR CHS. ラッ テ の 場合 に は は 肝 の 組織 ミ 比較 て こ 
Mr. 

AERO 10 RIE LI} DT, 此 期 間 に て 既に 移植 組 
織 は 再生 能 を 十分 湖 知 せしめ る に 足る 父 痛 を 示し , 面 も 夫々 の 前 慮 置 に 應 じ て 各 群 に 
室 の 相違 が れる . UE, 無 置 ) の 移植 手術 を 受け た も の は 10 に 1 
匹 も 死ん で る な い の で , 別に 移植 を 行 ふ て 経 日 的 に 必殺 缶 祭 を 試み る 必要 を 生じ た . 

肉眼 的 所 見 の 園 で ELE 10 全身 


RR 
前期 | 動 | | 
* | 8) せ | + | - 
0 10 98.0 4.96 0.74 | 0.61 | if al 2 
3 | 10 | 116.0) 5. 63 0. 58 | 0.63 | 2) 3 5 4 
6 | 19 141.0, 6.06 0.60 cy 11 
i 12 3,5212, 5| 13. 00) 1.10 | 1.03 ® | 2 
| | 10 131. 7.76 0. 
6.13] 0.57 | 0.68 | 
6 | 15 | 145.9 10.30 0.98 | 0.90 | 
12 2 196. 0 18.00| 1.80 00 | | EE FBS 
12 14.0 10. 1. 06 | 0.85 | 
5.80 0.55 | | 64771 
Teergt 6 | 12 132.0, 7.75] 0,78 | 0.90 | 5 6 1 
12- | 148, 3 7.34| 0.69 | 0.86. i 


BAF AL, ART b < 
PROD AN DRK S 移植 組織 


o-A HD RE Dw. 
DRA 


ARCHA. 移植 直後 は 鯛 
DTP BD EDO. 


SPROTINAT 
AISLE D & » 
一 般 的 に 云 つ て , BREI Re 


. 


就 て 見 れ ば , 先 づ 移植 後 2,3 


は な か 


CHOC, 他 の は これ に つ て ゐ . FR KO 
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て 或 程度 の 相違 は 認め られ る . ED, o-A HR Teer 群 の 3. ヶ 月 前 慮 置 の も の は , その 
6 ヶ月 及 12 月 の も の より が よい . Dim 群 は に 不良 で , AMABOR 
期 に 及ぶ も の 程 不 和良 で ある . . 

PRR CHA. EI, SRR o-A Hit BER BE ER 
REY RLTAS. Dim 
良好 で ある . Teer ERR 

胃 移植 の も の は 胃 筋 層 聞 に 於 て , Bir BAER CH 
OT, 白 色 乃 至 淡 紅色 の デム 様 度 を 持つ 小豆 大 の 球形 膨 隆 を 形成 し 
て る る . TERA ORB 然し に 軽度 の 織 維 性 する 場合 も ある . 皮 
下 移 植 の も の は 胃 壁 の 場合 ミ 略 同一 所 見 を 呈し て る ゐる が , ASCHTMT 3b, 形 
まる も の も ある . fA, 移植 後 短 時 日 の を の は 結 締 織 性 被膜 の 形成 な く , HOT-MS 
し て 摘出 困難 で あぁ ある. 一 般 に 苗 床 組織 は 手術 直後 は 反 座 性 炎 を 時 する が 比較 的 短期 日 
A LODRTCHD. 

BR IS OCHS. All 
RM CACORE ART CA 20, 
移植 後 1 ユー10 日 間 ミ 限ら れ て ゐる 故に この 宿主 の 側 の 條 件 , 印 , SHRM tO) 
投 期間 に じ た 宿 主 全 身 の の 影響 が 移植 組織 の 様式 の 上 に は れる で あら 
う ミ いふ こ ミ が 先 づ 湖 想 され ぁゃ の で ある . が 果して これ に 管 る も の が 次 記 の 如く 或 程 
度 ま で 認め られ た た: 

余 は 各 の 移植 組織 所 見 の 記載 に 先 だ つ て , AO THRO 
CR DESH A. 移植 に 用 ひ た ラ ッ テ 兄 は 身長 約 1.5~2.0 cm (X 
BE 20) の も の で ある が , 此 間 に ける 馬身 了 の 分 化 の 相違 は 相 し い 
が 止む を 得 ぬ ね こ ミ で あつ た . 此 間 1.5 cm 程度 の ラテ ラッテ に は 皮膚 に 未だ 角 化 傾向 明か 
SAH OHA. LT, 食道 に は 角 化 
BS Aix, LE St ARES O, R, 
乃至 肝 細 胞 に 就 て も 同様 で (但し も , 肝 は 稀 に 存在 が 識別 出来 た ), 肺 は 肺 胞 , 無 管 上 皮 
は 極め て 小 管 造 の 集合 (一 乳腺 に 似 た ) に ょ つて , R, BY 
FEF CHOOT) HR A. PRES LT 
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は 最も 見 易い 組織 で あぁ が, 軟骨 が 
性 形 成 に 開 す ぁ の は 小 見 で は , 初め は , 
居 か ら 現 は れる が , CARERS ROR EN 
か に 認め られ る . LACM SR 然し これ 以外 
殊 に 様 の 第 一 次 軟骨 板 に て は 軟骨 の は 取扱 上 必ず し 

し な い . ER 

Cis, 何 分 死後 化 の 最も 早い 故に 個々 細胞 記す る こ ミ は 反 つ て 
を 易い . の 赤血球 形成 な ミ 認 
め ら れ は する が , 之 等 は 多く は 細 卒 し て ゐる ぁ る 中 に 高度 の 毅 性 に 陥る こ ミ が 其 の 未 移 植 
細 片 に 於 て 師 に 寝 は れる . 

照 群 移植 成績 ( 表 の み 記 載 ) AM, KO TEE 
する こ ミ 殆 き なく, 従 つ て 移植 ユー10 AAOMRMPBRBT ABC, 別に 移植 を 更に 
試み る て これ を 必殺 し , LK. HRCA bit 
意 す べき こ ミ は , 幼 の 動物 が 用 ひら れ て ゐる ぁ こ ミ で , to 
に 較べ て , ER 年 齢 的 條 件 に 於 て 若い も の で ある こ ミ で ある . 67 AMBBtHY 
も の は 残念 な が ら 此 場合 行 つ て る ない. 

LRAT OD, RE IS CHS. 皮膚 
BD, CHORE SAL, AE RIES tO 
Ah SD EL 5 ( 後 次 第 に 題 
Bh). 

か くさく 移植 第 5 日 目 に 於 て 再生 像 の 題 れ 始め ぁ こ ミ は 他 種 の 組織 に 於 て も 認め られ る 
傾向 で ある ぁ が , 皮膚 は 移植 後 鐘 人 性 を 示さ ず , 直線 的 に 増殖 傾向 を ミ ら ん ミ す に 謀 し て 

(RET 第 1 日 の 材料 は 移植 その ま > SLADE 
然 ミ し て も , 第 2 日 に て は は 傾向 を 示し , FRA DIMER & 
ART. 此 間 , STÄER AH OT DR. 然 
(LAPD LTO 日 に 及ぶ も の が ある . 
ADA 第 7 日 に ば 破壊 吸 さ 
れん ミ す の が 例 で あぁ が , 第 8 日 材料 で 一 度 例 外 的 に 造 胞 その に 排 
Ostitisfibrosa OMA BT ML BEE 
の 原則 ミ も いふ べき も の は , 1. UL ORB 
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る 場合 の 二 者 が ある . R10 日 の 材料 に 於 て 題 認め られ , SHH 
型 的 で は ある が 管 骨 梁 が 比較 的 整然 ミ て の で ある . Mid, これ 
時 に (第 9 Al) ER DER U 第 10 日 に は 赤 球 の な せ 
Kh, ROA LAD, これ 
第 5 AB RARE 従 つ て 第 7 BUBOHE 
その 肉 は に 大 ミ な つて . MRA 
退 し て し ま ふ し , EME RD OO 
殖 す る . LOS Sb OS 5 
で ある . 食道 は 角 化 の 傾向 な き 敷 層 の 扇 王 上 皮 組 織 ミ し て 閥 現し , その 上 皮 に 角 化 は 
認め られ な い が , 最上 層 上 皮肉 に 稀 に ケラ ト ヒ アリ ン 題 粒 を 容れ た も の が 現れ る . U. 
食道 周 園 の 下 は 織 維 細胞 ミ 共 に 混 じ て ょ 増殖 を る も の で ある . 
期 に の 如き 盛 な は 特記 せら ぁ べき 知見 で あら . 

oA 移植 成績 一 第 1 印 , 移植 前 1.5 ARM o-A の を 行 つ た 群 に て は 動物 
BIT, 移植 第 5 日 造 の 材料 (第 2, 8, 4 5 日) あちゃ の み で あつ て , ROHR, 
ミ 比 較 す る こ ミ は 困難 で ある . 然し 個々 に つい て 云 へ ば , ER 軟骨 の 如き は 大 差 な 
く , AT, 肺 , 腎 の 諸 組 織 は 各 性 消 退 を 早く し た も の ミ 見 られ る ぁ る. 然し 腸 及 食道 粘膜 は 
こ > に 0A OL BER EEE AR LU 
HD, 移植 前 3 > AM oA OAS 
に は 第 10 BB RDM < 22, 5,6 RO SMS Ctr 
DRI CHO. 然し 表皮 の ミ し て は 特に 劣る さい ふ 程 の こ ミ は な い An, 
FREMDER L し て 來 る の は 第 6, 10 日 例 に 見 られ , この 反 座 は 遅れ て は い 
な い が , に 見 られ る 如き 骨 端 性 新生 に 骨 の 像 に は 接し 難い . 概して 
軟骨 の 癌 育 は 良好 で は な い . RER RUE 6 日 目 に 僅 に 出現 し て ゐる . 第 10 
日 目 材料 で は 食道 粘膜 は け て ゐる が 相 増生 , 
し い LEERE RK RD ON AD 無 管 軟骨 の 一 部 に は 壊死 が 
つ て る). 移植 前 6 ヶ月 間 oA を 以 つ て 個 た 群 で は 趣 が 異 
て ゐる. 6 ヶ月 間 の oA の 飼養 時 に は 有 の 前 的 化 た る 結 性 肥大 し 初 
(fill) CODD, これ に て 動物 の 全身 的 要約 に 何等 か の 名 が つ > ある ぁ る も 
の ミ の 推測 が 出来 る . 此 群 で は 皮膚 の 各 育 が 一 般 に 不良 で , 第 7 日 の 例 に 康 て 僅 に 小 
型 の 毛 上 腫 が 見 られ に 過ぎ な い . O-A LITA REA FIL} 22°, 
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良く 存 し て る が , BT 
較 の 材料 ミ し て は 不 向 で あら うぅ う . 皮下 結 締 織 に は 第 5, て 7 日 例 で 増殖 の 現れ て ゐる こ ミ 
が 生 注目 に 値する . 内 一 般 の 育 は 不良 で ある . 

Dim 群 移 植 成 績 一 第 1, 2, 3H), 移植 前 1.5 戸 , 3A, 6 月 間 Dim feo 
た 各 群 で は 動物 が つ て な いか ら , 績 に 就 て は 多く を ふ こ ミ は な 
vv. 然し 長期 観察 時 の 成績 ミ 比 較 参 察する 場合 に は 意義 を 帯び て 來 る か ら 其 際 に 併せ 
工 論 $ タ こ ミ ミ す る . 節 し て 云 へ ば 移植 調子 が よく な い の で ある ろ る. 

Teer 群 移植 成績 一 第 1 群 , 印 , 移植 前 1.5 月 間 Teer MHA His, 移植 は 一 
般 に 良好 で , 8 日 例 に て 小型 
の も の が 認め られ ちの み で ある ぁ る . Hb, B2 PRA 5 
LEAS, 第 3 及 4 日 例 に 肝 組 織 が 認め られ (A, 第 8 日 例 は SRMROKO MR 
Mh, 第 4 日 例 に は 有 核 赤血球 少し く 残 る ) る こ ミ や , 第 4 日 例 の 横 紋 筋 が 核 増殖 
ミ 共 に 生存 CHD. 移植 前 3 ヶ月 
fil Teer 飼養 を 行 つ た 群 で は , 表皮 の 角 化 傾向 更に 張 く 見 られ , BRORAE KS, 
第 9 日 例 で は 一 見 Dermoideyste ROPWMHERAL ILS tS. U, この 第 9 日 例 で は 
BEOBRA, 肝 組 織 険 影 , SP SLS NA. 然し 第 8 日 
例 で は か く の 如 く 好 調 で は な くさく 更に 基 以 前 の 例 で も 不良 で ある . BIH, Bl. 移植 
前 6 ヶ月 間 Teer 差 を 行 つ た 群 で は o-A 67 AMMERSUT, ZROFER— 
向 良 好 で は な く , 角 化 傾向 も 少 い . AL 845 日 例 熟 れ に 於 て も 気管 上 皮 及 無 管 軟 
比較 的 よく 残 在 し て ゐる も の ミ 云 ふ こ ミ が 出来 る で あら 5. 

AMA UCIt, 移植 後 第 1 ユー10 日 間 の 材料 は 時 に 肝臓 標本 を 鉄 い た 例 あ り UCR 
上 十分 の 検討 を 加 へ る る こ ミ が な い の は ある . この 問題 に て は は 改め て 
C, HRN 2RAARO CHA. 此 所 に は 角 手 に し 得 
た 材料 に 就 て 比較 を 試み ぁみ こ ミ ミ す る . (第 2 表 ) 

上 の 記載 を 動物 の 群 に て 論 ぁ こ ミ は 控え , 個々 の 動物 に て べ る ミ 
すれ ば の 如き こ ミ が へ る . Mt, d 6 
CHA ABB et: L, Atrepsin Utd’, We, 組織 も の 増殖 細胞 も 
fale EL LCT AAS Kk, 此 際 一 種 の Atrepsin LBS 
BCHA. A, 移植 成績 は 先 に 述べ た 如く , 此 表 以外 の 動物 に 就 て も 知ら れ て ゐる. 
但し , その 例 の 肝 工 名 化 が 不明 で あぁ か ら 同 一 群 の 一 般 の 肝 角 化 ミ し て これ を 統計 的 
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TAFEL XX 


Kontroll-Gr., 
9. Transplantationstag. Gut regeneriertes 


Epidermisgewebe mit Haarfollikel. 


Abb. 3. Kontrou-Gr., Ratte-Nr. 10. (Magenwand). 
10. Transplantationstag. Unter Aktivierung des 
Epiphysengewebes wächst neuerdings den Knochen 
balken; in den Zwischenräumen sieht man 
beginnende Markentwicklung. 


GANN VOL. XXXVII 1944 


Abb. 2. 1 
9. Transplantationstag. 
schorfig; Knorpel sowie Epidermis sehr gut 
transplantiert; parakeratotische basophile 
Abschuppung der Haut. 


Knochenbalken hier 


* 
ws 
we 


Abb. 4.. Kontroll-Gr., Ratte-Nr. 9. (Magenwand). 
9. Transplantationstag. Oesophagus schon cystisch 
entwickelt und mit überraschend stark vermehrten 


glatten Muskeln umgeben, 


Masato Hashida: Einfluss karzinogener Substanzen auf übertragenes Embryonalgewebe. (1. Mitt.) 
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に 取扱 つて この 通則 を 確 め 得 た . 

用 を 及ぼ すか を 研究 し た . 動物 は ラッ ティ, BA SHLAA 4 0o-Amidoazotoluol, 
Dimethylaminoazobenzol, Teer で ある (Teer の 講 冶 遂 生 能 に 就 て は 著者 が 別 報 参 
FR). 

2. A, 37H, 6 > PM L 
(手術 前 後 2 HOG 12 OCH AD BI | 
参照 ), (BES O 10 の 組織 の 態度 を 記載 する . 

3. 無 置 動物 に ける 手術 ミ 異 り , 剤 前 置 動物 は 開腹 手術 に て 
手術 後 短期 間 (2~3 日 内 ) に 死亡 (所 調 ) す ぁ も の を 相 に 出し 
た . その 大 生 は 的 化 進行 中 の も の で , 人 外 科 手 術 場合 に 類 同 
的 現象 ミ 見 られ る ぁ る も の が ある . 

4. 移植 組織 は 4 日 目 に 多く の 組織 が 障 高度 に て 吸 に 就く が 
肝 , Ai, Bee, Fin), 略 て 日 目 か ら 増 殖 現 は れる . fii, 10 日 
に は 長期 移植 時 に 好 姜 育 を 逮 び げ る べき 組織 が 一 通り 9 その 端 絡 に つく ( 骨 端 線 , A 
Bie, PH, 食道 , 腸 , WE). 

5. 最初 より 直線 的 に を 示す も の は 軟骨 , 皮 ある が , の 種類 に 
OT 皮膚 の に 角 化 様式 の 相違 な が 見 られ る , 其 外 に 全 移 組織 の 
に も 相違 が 生じ て る る . 

6. fe UTC, BRO HET, o-Amidoazotoluol, Teer, 
Dimethylaminoazobenzol の 順位 に て これ が 低下 する . 

7. A, 障 の 時 に は 移植 組織 は 良 
好 で , に 増殖 性 ( 方 向 の ) の 進行 中 の も の は 移植 組 本 が 不良 で ある. 

文献 第 2 に 記載 す . 
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脱 移植 に 際 す る 各種 影響 に 開 す る 研究 


移植 後 長 期間 成績 
Bt 腫瘍 迷 の 批 


橋 H 人 
(昭和 19 年 3 月 4 日 受 付 ) 


Einfluss karzinogener Substanzen auf ubertragenes Embryonal- 
gewebe. Il. Mitt. Langwährende Beobachtung bis zu 
I Jahre nach der Transplantation. (Tafeln XXI-XXV) 
Masato Hashida 


(Pathologisches Institut der Kyoto Kaiserlichen Universität) 
(Eingegangen am 4. März, 1944) 

ARE RE 1 MUCH ADS HR AR 
DATIATC, TAS 勿論 , 移植 
の 過 を 取る も の は , BOBMBORMA 
BUT, 早く も 第 5 日 位 よ り 次 第 に 増殖 の 途 に 就き , 既に 10 日 後に は 一 度 吸 政 し 去 つ 
れ , TILKAOTHA. HOUT, 
長期 観察 成績 は , MAIS 短期 間 所 見 ミ は BE OR を する も の で ある ろ る . 
ME, Cit, UCR RD BUS CH 
LC, 長期 観 祭 に 於 て は , か > る 前 慮 置 に 基く 條 件 の 外 に , 更に , BRAM TRE 
する こ ミ を 慮 せ ね ば な ら ぬ . RINIBLTE, 
す る る こ ミ は 許さ れ な いし , に , 
d. 

害 験 動物 及 同 方 法 

動物 : 80-100 8 MRF YF 870, 及 外 に 妊娠 ラッ テ . 

MEERA: 第 1 管 記 載 に 同じ . これ 等 ラッ テ は 1.5 月 , 3A, 6 月 , 1 
年 間 の 前 虚 置 期間 の 後に 須 児 移植 を 行 ふ . 移植 を 受け た ラッ テ は 術 後 2 週間 倫 竣 剤 投 
を 中 止 し , THEL, 長期 観察 績 行 . BRIA 
下 及 皮下 に 行 ひ , 
中 和 を 用 ひ た . 


| 
g 
| 
4 
2 
1, 


RRM 
た も の は , LI. BET, BLS 
ミ は 不可 能 ミ な つた . 7 ROM < CHA. 
移植 組織 の 肉眼 的 所 見 (第 1 表 参 照 ) : 表 中 一 は 吸 政 , - は 移植 時 よめ り 縮小, +18 
移植 時 同 大 , HERR, 小豆 大 , 大 以上 に 夫々 増大 せる 


こさ を 示し て ゐる. 
第 1 表 


ty | 性 | | | (2) 
| CE) | Cem) CE) | CE) | (8) (8) 
0) 185] 15 (8.3) 15 1.0) 1.7) 
126 270| O| 178| 13 | 6.9} 1.2, 1.2| 2.1) m|— 

124° る | 270; 0| 136| 14 | 9.4] 10 10 1.08 
404; を | 331] 0| 10| 12 | 2.5] 0.7! 0.7) 1.8] #| — 
| 2988| 0| 179) 13 | 6.8] 12 1.0) 1.9) + 
130; 4 | 45/ 13 | 7.9] 0.8) 1.2| 18 

282; | 6 | 90| 175| 13 | 5.7| 0.5! 1.0) 1.9 | | | 

2234| | 1356| 90| 133| 13 | 6.8| 0.6! 0.9| 1.7/4) — 

281; + | 142| 90| 192] 14 |10.8| 0.8) 1.0| 1.8] + | 

oA | 301) + | 169) 90! 126) 14 | 4.3] 0.5 0.5| 1.9! = 
4 | 90, 155! 14 | 9.2] 1.6) 1.2] 1.8) 

280; | 214) 90) 135) 13 | 6.0| 0.5; 0.9| 1.8) —| 

303; 240| 90| 118) 13 | 5.2] 05 0.6] 17 — 

| 159| 84) 148| 13 | 7.0] 0.9| 1.8) HF 

134) | 320| 45] 12 | 65| 0.7| £0| 1.9) +] + | 
91| | 355 45| 194] 16 | 11.5] 2.9 1.2| 2.2) —| = 

Dimgt | 144| を | 365) 45| 269, 16 |16.2| 1.8 1.8 1.8| + # 
286| 4 | 365 90| 281, 15 | 15.0) 1.2, 1.4| 2.0) | 
| 260 56| 227| 15 23 17 1.4| 20H 

230| 2 | 90| 45| 170] 15 | 7.0| 1.2) 0.9) 18 | m 

29| | 1233| 45| 111/ 11 | 32 05 

232 | + | 368| 45| 10| 13 | 9.0| 1.6| 1.0| + # 

Teer #t| 278| | 16 90| 108| 42 a8 0.8 0.8| 
354 + 2613| 85| 11 | 3.0] 0.5) 0.6| 17 + | 
160| | 332| 153| 13 | 10.3| 1.2) 1.0) H+ | | 

“gre | 181| 99| 137| 13 | 1.0 0.9) 1.8) # # 


Bic eT 10-14 eM, 508 
PRU A. 移植 後 4~5 日 後に , は 一 度 高度 に 有 せる 


378 
2 
ia 
F - 
| 
z 
ea 


374 


局所 は 健常 に て 被 は れ た る 
で , 周 園 組織 ミ は 明か な 境界 を 有 し , RM, RRS ORAM, 軟骨 様 弾力 あり , 
表面 不 で ある . を 検 する に , 
全 表 面 結 締 織 性 有 し , 
に ゴム 様 硬度 を 有する も , 骨 様 小 硬 固 物 を 混入 せる も ある . 胃 壁 の も の は 皮下 の も の 


ミ 同 一 所 で ある が 此 は 形 は を し , 中 


験 群 を 通し じ て 1.4 割 , 11~200 81228, 201-315 BD, 
SA, 期 を 過ぎ れ 吸 が 起 つ て る . 
OB 0, o-A HA Teer HE 
3 ヶ月 の も の ) Dim Erd RARECHS. 一 般 に 前 慮 置 長期 の 場合 程 不 良 で ある . 

2 表 に 要約 し 表示 し た . 

脱 移植 後 10 日 間 の に て , に 吸 履 せら る べき も の は 移 後 4~5 A CHL, MICRA 
す 可 き 組 織 の 多く が 10 TRA LT ABIT BIE). 然し 是 移 
植 組 織 が 長期 間 の 中 に 更に 多種 組織 の し こそ を 知 つ HL, TOT 
化 に 於 て も 進み 再生 力 人 で あつ て , 初期 に ける 察 時 に 未だ 分 明 で もつ か 。 1. 中 
2 A), 2. PIC 1 PD, 3. Tic PD, 4 
PIC 1B), 5. FRY IA), 6 (皮下 及 に 各 1 7. 
SIC 2 A, 1 Pl) CH Cid LTE). 其他 , 最も 容易 に 
し た 組織 は , A. し て 表皮 , PHBH, D, C. 内 
MEL RU, AFOM CHS, iti, 等 組織 の 中 か ら 腫 増殖 ( 様 2 例 , 
1 fil), C1 fl), 腺腫 (1 例 に 相 営 する 組織 の し つ ある の な 認め 

TEL Ci 開 連 E52, MR, 単に 
ANT OF CH 3 何故 な れ ば , 1。 FY 
EB TEEN, RX, 2, 食道 の 知 き に 於 て も , LOC 
(往々 食道 見 角 化 を す る こと が て 構 か ら で あ る 。 ME, MMI 
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/ 
所 見 か ら , 1 ORK, 2. HER TER 
1 AD O— AT ON, 人 - 部 分 に 於 て , REOR 
られ ざる ろ 場合 の あぁ こさ より すれ ば LOA 
こと な I, 表皮 が 4, 5 層 出 で な い 中 に 角 化 を LC, 信 上 皮 は 10 
も 上皮 層 な し , A, 角 化 向 も で わる に 後者 に は 前 記 の 如く 下 輪 が 多く は す 
る ) いふ こさ も 相 た も OCHS, HAT: PT: 
ROOT, 然 , Teer は 特に 著 な ぁ 特 異性 が 認め られ た 此 の 角 化 組織 
が 所 調 Parakeratose の 傾向 , ET MER 
の の 角 化 に て は —- D CHS, FEO THM Teer BE 
> に へ た Teer の 表皮 に る 直接 作用 に に る も の が 認め られ た で る. 
Teer の 皮膚 生 な る も の が 和 部 位 に る 促進 作用 た る に 止ま ら ず , 何等 
DOR AMET 2, B. 骨 。, 
SEMEL ICE ONC, 明 に 骨組 へ の 分 化 が 認め られ 
3. BMY ET の は 長期 間 基 止ま る 
か 或 は 化 が 全域 に 及び 小骨 な る ) ミ 立 を 持つ た 骨 線 の 形成 れ に 
骨折 形成 と で わる MEO MMS MICHR SILT: D HR RT 
CET ROME で は な く , 長期 例 で て は その ま 形成 を 停止 し , HO 
て て, その 外側 の も LR CHS, fh, 
REC, じ て 7 に 及び , RRIN COSY, RBH, RFA, HER 
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RAL RK S83 せら れる 
RAMEY LCRA, M 
牙 腫 の 組織 像 に 類似 し ( 肝 に 移植 され た 30 日 例 に , Bi 
し た る 2 JAD BERRA PERE RAT D 1 
HOT) LC, FRBOM TM TEA KRIS 
注目 する も の で MEM, 
CHET OT, 度 な ら ず 未 分 化 の 
SAR LID, それ ミ 決定 し 得 な い の で 記載 よ 
り 5 省 い た 。 An 
CHS. FIC OREM LTE, 
Teer IC 不良 な る る こ 
TEIMTHZ, 7 FO Teer 
を な し た が , CL, 
が て 軟骨 細胞 の 縮 件 つて ゐる こ ミ な 認 て 
DS. Teer ALA 2 
現象 た る ろ に 過ぎ な い , C 
BEC, 殊 に 腸管 は 表皮 の 衣 育 に 匹敵 する も の で ある , 
ECAC, れ た 如く 一 部 が 角 化 する 
功 し て ぁ る ミ 考 へ ね ば ぱ ば ならない ,。 崩 粘 膜 の 腺 組 織 が 高い 
待 徴 を も つこ < は 基 位 移植 時 に 再現 し 難い の で は な いか 
思 は れる が これ は 唯 1 同 増殖 し つ > あろ の な た な 認 
め た の み で る,。 OT: 
tC EL LCRA L CAT, それ に 大 
に て 軟骨 輪 の 存する こさ で 
場合 に は 食道 や 気管 も 併存 す る 傾向 が わ つ た 。 腸管 や 食 
。 KIC HSC Holtfreter が 
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場合 に は Holtfreter WAR CBHI: OA BPR 
筋 の 有機 に まで 持 し 得 た さこ ろ 進歩 が わる で 思ふ, 
に は 遂 経 の 作用 や 必要 さす る や , 余 の 材料 で は これ に 言及 する 検索 を 了 し て ゐ ぁ な い が , INH 
定 し 得る も の 考 へ られ る RL, 
(PRICHARD ZL) LTA 2. 
HAR, ATWRBOMS CHS, 10 CHRIS OF ERERT 
増殖 を な か つた けれ 共 , よく 原 基 の し て , LOY 
な 温 へ , LTH RAY IC LO 
BEE ORAZ L, 叉 , ON, これ 等 は 共 
LO, 2 MCNT. 124, 286) 
91), RLOMAK CH LOCH 2. PRROBHIC 
成功 し た も DISSE (Nr. 303) 及 皮下 (Nr. 124) に 各々 1 ACH 30%, AAO 
LCA 2. 240 日 及 210 日 に 及 ん で , 生理 構造 た 保存 じ 得 
ここ は 注目 すべ ざき で ある 3, 皮 織 は o-A BECNr. 307) 及 Dim FECNr. 286) ICM 72d* 
LICE OCR OB 血管 が 中心 部 より 皮質 に 向 ひ , 
く , 肝 胞 の せる に 非 る ゃ や を 思 は し た 程 で つ た 。 
皮質 腫瘍 に 認め 腺腫 性 増殖 は 認め な い 4. 胸腺 。 これ は 皮下 (Nr. 286, 354) (Nr. 
229) (CREAR, LCA SD, 5 Hassall 
の 存する こさ に ょ つて し 得 た も の で る, WHOL 123 
皮下 の も の は 365 日 及 123 日 の 例 で わる 。" 

以上 及 内 分 腺 の 移植 が か く の 如 き 長 期間 つて 成功 し , 
つて ゐ た こさ は この 種 組織 の 移植 し て は 全く 前 例 に 見 な いで ころ で , I, 脱 生 組織 を 以 て する 
移植 が 此 等 内 分 泌 腺 移植 成功 の 目的 (治療 で に 拘ら LTA 
の が ある ぁ i, RH MBO 2, 
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CHS, 余 の 移植 組織 る な ら ば , 
に 1 個 の ベル ゾン の 内 部 に 於 て , 2 ERICH LT, 
材料 に は この 迷 入 組織 に 換え る に 外部 ょ 脱 組織 LT: TA 
増殖 の 形態 様相 に の み 留 意 す る な ら ば 者 に は 何等 
別 せ ら ろ べき も の は な い 。 従 つて 余 の こ ICM LAT: MRIS 
を 許さ れる で わあ 。 ER, 如何 に も その 個々 の 組織 
断片 の 間 に 移 行 が 謀 せ られ 各種 組織 間 に 自 由 自在 な る RED 具備 され て ぁ ぁ る が か に HA ZICH 

Lt, 余 の 材料 は 前 記 の 如く , 如何 に も 個々 完了 せる 臓器 形態 頑固 に 保つ 弁 に 於 て 異 つ て ゐる 
と いふ ここ と が 論 ど と せら れる か も 知れ な い FR, CHR O-CH IC 2 FE 
の も の で は な い 。 何 で な れ ば - Dit—-DIC D 
分 化 度 の 低い こさ ミ 開 係 せ しゅ て 解 し 得る の で あわ あり, 移植 片 が 分化 度 に 於 て 低 き 程 こ の 種 の 自 
HI SM AZDCHS, HOT, MHOMICM ERED WAM T 
要 は な い の で あつ て, 第 1 Ce 
いこ か ふ も の で ある 次 に 第 2 の 問題 に 入る と , 余 の 移植 組織 間 か ら 5 ら は 前 の 如く 
8, 前 及び 腺腫 に 一 致す 組 織 像 を 認め た が , HERE OH MICE 2% 
の で ある 腫瘍 の 大 さも 示す 如く 
る 大 きい RO LOT, 此 場 合 の 
の 如く で ある が , Ae THITHL 
て , CHER, CH 2. 異 所 性 増殖 の 名 
の 如く , DPM ZUR 増殖 し 限局 化 せ られ る 傾向 な く 特有 の 
幼 若 な る 締 織 性 間 質 を 伴 び ら 増殖 た を て ぁ WRI: 2 IC 
な る 新生 組織 が 介在 つ > わ ある も の LT, 腫 性 格 の 具備 され た 如き し て ゐ 
ZDCHS, 且 , R, この 2 ・ 
Bid CMAN A, AL CATV. HOPORM 
BED 1 例 (Nr. 124) OFT OB HL, ASMICHAICK 
DICH SLO CHI: ICH Ct OD Mt 
前 者 に 類する が の 未だ ら ざ る も の, 
内 に わる 場合 に ポリ ー プ ミ し て 認識 せら ZEN OL の で あろ る . 

此 等 の 増殖 組織 は 特に 余 の 研究 上 に 於 て 期待 を 以 て 迎 べ へ ろ る と ころ の も の で あわ ある が , MT, Mie 
に わる と 思 は れる LTR ZLOTHZ, HAD 
Emanzipation 72 4 ORL > BE LT: 
場合 の こ ょ で あつ, BHO BIER IED Bite CH 
MT DO BHAT: Cılıkk 
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場合 も あつ た が, 本 組織 像 より すれ ば 上 皮 締 織 の 解離 の み 以 つ て し て は 上 性 腫 
次 で は わる が ) 必 要 さ な つて 來 る の で ある 。 耐 。 臓器 性 か ら の 解除 どい ふ 言 葉 に は Ribbert OZ 
ふ 如 き Gewebspannung の 解除 に 営 る 英 さ し た 意味 し か 奥 へ られ な いか も 知れ な い が , それ は 決 
し て 却 出来 な いも DCH 4S, Mi, 一 方 に か ゝ > る 臓 性 格 の < 組織 細胞 増殖 の 獲得 
T LOX 腫 化 し 得 べ き 
する こい ふ こ さと 自 般 大 問題 た る ろ に は 相違 な い が ,。 それ は genotypisch の ここ で phänotypisch に 
移植 組織 間 に 認め 得 た さこ ろ の 2 
FROMMER, EI, 臓器 型 増殖 組織 型 増殖 が そ 重 要 な 示唆 を も の で こ ゝ に 
増殖 で 呼ぶ も OMA TS LOCH 4, Ti, 従来 組織 腫 粗 
織 を 別 つ 含め に 類 臓 器 性 腫瘍 Organide Geschwulst 誤 に 類 組織 性 腫瘍 Histioide Geschwulst の 
呼 びる (Virchow) INK, それ は 一段 づ 引下げ て , 々 ば 類 組織 性 腫瘍 Histioide 
Geschwulst < し , 肉腫 ば 類 聖 組織 性 腫瘍 Subhistioide Geschwulst < 呼ぶ べき こさ が 営 然 の 
SN CHS, ii, 同様 の 論調 を 以 て すれ ば , 
型 こそ Organoide Geschwulst < 呼ぶ の が 適 営 で わる 。 BER 
増殖 し むる 因子 (HHansemann, Beneke 参照 ) は 未だ され た で は な い が , この 腫瘍 性 
D WICH NS BIT O > HSB HR 2 の は 決 し て に 混合 腫瘍 で 
し て 取扱 ふ べ きも の で は な く , 移植 片 の 増殖 分 化 ( 因 型 性 増殖 ) で わる ミ 老 へ な けれ ば ぱ ば ならない, 
面 , 移植 組織 の 腫 様 組織 へ の 増殖 性 は 更に これ 暴 つて 様式 新しく 獲得 し た で 見 
る べき も の で ある , 
ANCHE 


| 
| 


"Virchow 


等 分 類 | | 
式 天野 ) | Subhistioide | Histioide Histioid-Subhis- | Organoide 
| (igi | Geschwulst. Geschwulst. ltioide Geschwulst. Geschwulst., . 


TA BD, それ は 肉腫 性 増殖 で 腫 性 増殖 中 に 夫々 し 
て 位置 せしめ あぁ ここ に よ つて 理解 出来 る 。 叉 ,, 混合 の 如き は 正 に Cohnheim の 迷 
芽 腫 論 の 好 材 料 く な つた も の で わあ る が, これ は Mesodermom の 名 に ょ つて 呼ば れ 得 る 如く , 中 
の 原 基 た る 細胞 が 悪性 増殖 得する も の 見 べき も ので, Mig 
大 い に つて ぁ 。 これ に 較べ れ ば 余 の 移植 より し た 様 増殖 な ぁ も Old, 該 脱 
見 組織 が 相 営 に 分 化 の 進行 し た も の で わる こさ , HOC, 多分 化 能 が 最早 , 此 場 合 に は 喪失 され 
て ヵ 混合 性 悪性 腫瘍 する ここ が 出来 な か つた 事 も 首 出来 る 。 , 方 法 の 部 で 
も 移植 が 約 1.5~2.0 程度 の 材料 に ょ つて 最も 好 成 得る こい ふ こ 
せよ , ICC LO TASMCHS, CHH* 
得 た 混合 性 悪性 腫瘍 の 形式 を こら ず , 敵性 増殖 
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Askanazy OU 以 で ある 

か く , ROMA LOGS) LO, 
が ある ぁ る 。 Mt, ST ER ERTL SHER 
し て 受入 られ て かなり, BEI, HST 
SIS OM AIC C4 2 認め られ た 。 SL 
SRB SIS, 脱 材料 に 於 て 悪性 化し 得る 組織 と し て は , 
DAHA, 混合 性 悪性 腫 る ろ も の も わり, AMO H 
腫瘍 性 た 氏 得 し 得る こと いふ ここ これ で わる, M, 分 化 の 低 度 で わ ち こい へ ふ 事 Hansemann OF 
初 の 意味 で の Anaplasie) LAR MECH SZ, 
CR ある 程度 まで 分 化 度 の 低い BRM CBE L 
BOLD CAD SD OMS Ct Borst の 想定 あり ), CHD 
因子 で し て 研究 せら れ ね ば ぱ ば ならない (か の 内 分 遂 腺腫 瘍 の 如き は これ の 他 端 の 例 で その 多く は 
k, その 分 化 度 を 保持 せる ま > 増殖 性 が 獲得 され つ ゝ あお ある 1 も の で あろ る ), 

の 本 研究 の GRRE IC NT 2° disharmonische Geschwulst < disontogenetische 
Geschwulst < An % IS MISE T CAM HTT SLO 
< し て -- 元 的 に 者 取扱 ふ こ さ な 提 さ れ た が , HL, CLS OME 
DLE 胎 組織 に も せよ , その 悪性 腫瘍 の 
れ も この 一 元 論 的 機 ふも の ミ 解 せら れる 
FOALED E5614, RAMBOMM 
に その 材料 が 求め られ て ゐる が , ' 作 は オン トゲ ニー の 立場 に 於 けり ぁ 組織 の 移植 所 見 に ょ っ つて, 
disontogenetische Geschwulst な る も の を 解析 し 得 て ゐ る ゃ から で あ る 。 

か くし て 移植 の 悪性 腫瘍 増殖 する ここ に よ つ て , 必ず し も 脱 生 と いふ こと 
DBD DM TILT 基 る が か ら 一 種 の 増殖 相 に 立入 つて 性 を 
する こい ふ 個 の 一 面 が 把握 せら れ た LD BP ONL 
TH 換言 すれ ば , 悪性 腫瘍 性 の 増殖 に は , 
え に 在 つ て 細胞 増殖 が まれ る こい ふ こ こ な な 意味 し て たり, 
多 方 面 の 研究 方 法 を 選ば ね ば な ら な る ぁ る で ある. 

EL, ARBORMCH OCR TB CH 28°, 
CORE BA RRINCHOT:, WE, 
OR ERO 

MEAG AH 2 RER), の (Dim HICH L) に 於 て 
CD 2. THICHL, 肝 の 化 が 軽度 な る か , - 
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3%, LI: I OP MRBMICAMBUC O 
前 置 期間 の 長期 化す ぁ る こさ に ょ よろ る 動物 の 老齢 化 及 動物 の 的 開 係 が ちる 程度 の 影 
BRAT L SUNY, F, 等 の 問題 を 吟味 する に て , 
條 件 を 先 に 調べ て 置く こと こす る 。 それ は 見 材料 EHE 材料 が 
代 好 な 場合 の み に 移 植 考 が よい ミ す れ ば , 問題 は 叉 別 さ な る か ら で あ わる,。 前 記 の 材料 を 同時 に 移 
植 し た 動物 さそ の 移植 成 弟 さ を 比 較 研 究 す る に , 一 定 日 付 に 移植 し た も Od HE ICH Rete LT 
な り , この ここ 好適 材料 時 に 於 て 移植 が 成功 する か に 見 え 2. CR 
使用 期間 を 見 る も 3 ヶ月 前 飼 を 行 つ た も の に 好 移 植 が HATH LED Z. 
つて この 3 ヶ月 では 動物 の 前 應 置く し て は 好 期 で わあ わり, 1.5 月 や 6 ヶ月 の 時 期 は 前 者 が 人 豆 癌 別に 
ょ る 高度 障 乃 後者 が 動物 の 長期 前 に よる 移植 が 不適 営 な つて ゐ た ここ 
DAS. fl, 移植 に は 動物 の 系 そい ふ こ こさ が 重要 られ る か の 様 で わぁ が 本 見 れ ば 
げ し むろ る こと が 出来 る の で ゎ ある,。 従 つて 動物 の 系 続 よ 5 も 移植 時 D 一通 性 の 諸 條 件 の 方 が 重要 
ら る べき ここ 知ら ん れる の で 

fi if 

HRORECMOT, BRE UK. A, BECK 
OK Ut. は 肝 能 を 有する 0-Amidoazo- 
toluöl, Dimethylaminoazobenzol, Teer の 類 で ある . HAD HMRC RS UB 
ES, 1. 移植 後 短期 間 の 材料 に て (BI 
べた 如く , 10 FRC ROCHA 3 RA 
が , 此 等 組織 は , 1 年 の 後に も 立派 に 存 し , A, 
WZ, 内 肥 に あつ て は 腸管 , 食道 , 其 
際 , 後者 に は 軟骨 輪 が 具備 せら れ て ゐる, 中 
HOCK PRO, 一 部 は 化 骨 , , 骨 完備 し て Al 
は 軟骨 層 の 整備 , RORBEMEO THD HA. RAYE < 
KT, RR, CH, BH < 2. 
OCHRE, Dim は 最も 不良 で ある. 
Dim 最も 不良 で あぁ に も 拘ら , 皮下 の 移 見 る ベ 
きも の が ある . 8. AB Dim 群 の 移植 組織 は 一 般 に 人 育 力 が 弱い . 叉 , Teer iH 
で は 軟骨 の 育 が ゎ つ て , BMRA PO 
性 ミ な つて 來 る . この こ で は 宿主 長 管 氷 骨 に 於 て も 認め た ミ こ ろ の も の で ある .' 叉 , 
Teer 群 で は 他 群 の 場合 ミ 異 り , 表皮 角 化 が パラ ケラ トー ぞ ゼ の 惑 態 を 保ち , 角 化 落選 
CH 2 ( 他 群 で は 4). これ は 表皮 基底 部 の 上 皮 が 
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2 i 
= ER 
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上 を 下層 に 送出 する 態度 か ら 見 て も , Teer の 表皮 に す 特殊 作用 を 推測 
きせ る も の が あろ . A fl, LT, (A 
THEO 経 組織 及び FRR, 副腎 (皮質 ), 胸腺 の 如き 
が 200 HU ED, 
未だ 先 人 の 記載 せ ざ る も の で ある . 5. 消化 管 の 移植 組織 か ら RICE 2 BF 
(SHR 2 Gi, ED, */: (Dim 群 1 例 ), 腺腫 の 
前 増殖 (o-A) (Teer 群 1 BI) を 認め 得 た . 
照 群 が 最も 増殖 條 件 良好 な る ぁ も の ミ 見 られ る . 6. fea, BRAC LOT, 肝 に 増殖 機 
構 が 進行 し 始め る ミ , 移植 組織 の 育 は 低下 する . ORWA 
移植 組織 の は られ て な い . O 
すれ ば , 3 ヶ月 間 飼 養 の も の が 良好 培地 を 提供 し , 1.5 月 乃 斑 6 > AMM CAE 
ろ 不 良 で ある. 7. S 
LAD SMBD 6 S CHS ADATHD. Ti, 
腸管 其他 の 育 を 以 つ て 見 る も , RAL 
類 腫瘍 の 名 に 該 る . 8. 叉 , これ に 比 す る ミ , 性 増殖 を す る も の で は こ 
の 臓器 性 が 失 は れ て , 組織 (上 皮 の 悪性 腺腫 性 増 殆 ) ミ し て の 形 に 簡 宮 化 する . BER, 
Fi MEM BOR C 呼ん だ こ ミ に 就 て は A IN 訂正 し て 類 組織 性 腫瘍 ミ 
し , DE SDB CHD EBSA. 


移植 組織 の 冶 化 は eB Lb 
織 が 更に 低 分 化 で あつ て , 悪性 増殖 性 を 獲得 する 場合 に は (FERRE SBIR LA 
が 如き ) 悪性 混合 腫 場 性 増殖 が 起り 得々 も の ミ 解 せら れる . MER BE 
分 化 の 階段 に ある 組織 も LS RBS. その Y b 
CT, 或 は 混合 腫瘍 の 形成 さり , Rit 冶 乃 腫 の 形態 が 探 れる. D< 
ば , 生 的 復 そ の も の ミ , MO RE ARES 6 
ら な い . Rd, 生 的 復 の 閉 し きも の 腫 場 性 退化 に 好 條 件 が 提供 せら れ 
2. BC, 腫瘍 性 退化 増殖 を の も の を 悪性 腫瘍 の 決定 因子 ミ 呼 ぶな ら ば , AER 
は 個 の 現 因 子 に 洛 ぁ る も の で ある . 

本 研究 に は 省 科 究 の 補助 た こさ な 銘 記 し て る RRR 
x | 

1) 天野 , Ze, WH. 36, 1-2, 50 (1942). 2) Askanazy, Wien. med. Wochenschr. (1£09). 

3) Askanazy, Cent. f. Path. 29, 49 (1918); ‘, Verhandl. Deutsch, Path. Gesell (1918). 4) 

有馬 , FARRER. 27, 10,1 (445). 5) Borst, M., Zelltheorie des Karzinoms Ziegler’s 

B. 49, 638 (1910). 6) Beneke, R., Virchow’s A. 161, 70 (1900). 7) Cohnheim, J., 

Virchow’s A. 65, 64 (1875). 8) KR wise BES. 19, 12 BE (HA 38). 9). Hansemann, von, 

Virchow’s A. 119, 299 (1890). 10) 橋田 , 4%. 31, 245 (1937). 11) 橋田 , HR. 32, 283 

(1938). 12) 橋田, HER. 37, 3, 643 (18 15). 43) AH, 13, 562 (大 
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TAFEL XXI 


Abb. 1. Kontroll-Gr., Ratte-Nr. 124. Magenwand. 270 Magenwand und Subkutan (rechts). 
Transplantationstag. Grosser Tumor mit Serosakapsel, 365. Transplantationstag. j 
unter der Leber liegend. Teils karzinomatös 
entartet, S. Abb. 26, 27, 28. by 


NER 


Abb. 3. o-Amidoazotoluol-Gr., Ratte-Nr. 130. Abb. 4. o-Amid.-Gr., Ratte-Nr. 307. Magenwand u. 
Magenwand. 101. Transplantationstag. Subcutan (rechts). 199 Transplantationstag. 


Abb. 5. Kohlenteer-Gr., Ratte-Nr. 230. Magenwand 
90-Transplantationstag. 


Abb. 6. Teer-Gr., Ratte-Nr. 278, Subcutan. 
146. Transplantationstag. 


Masato Hashida: Einfluss karzinogener Substanzen auf übertragenes Embryonalgewebe. (II. Mitt.) 
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Abb. , Ratte-Nr. 160. (Subcutan). 332. 
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Abb. 7. Kontroll-Gr., Ratte-Nr. 124. Subcutan, Abb. 8. o-Amid.-Gr., Ratte-Nr. 282. (Subcutan). 
270. Transplantationstag. Lupenvergrösserung 69. Transplantationstag. Hautcyste der menschlichen 


Knochenmark dunkel; Hautcyste hell. 


-Gr., Ratte-Nr. 282. (Subcutan). 


Transp!antatiönstag. Hautcyste. Wucherung der 69. Transplantationstag. Knochen u. Mark. 
Basalzellenschicht sowie parakeratotische basophile Eingangesort sowie Verästelungsmodus des 
Abschuppung, die dieser Gruppe eigentümlich ist? nutritiven Gefässes fast normal. 


Abb. 11. Teer-Gr., Ratte-Nr. 230. (Magenwand). 
90 Transplantationstag. Knochen u. Mark. Die 
Knochenentwickelung ist bei dieser Gruppe meist 
osteoporotisch und zart, wogegen die 
Markentwicklung eine reichliche ist. 


Abb. 12. o-Amid.-Gr., Ratte-Nr. 284 (Magenwand). 
136. Transplantationstag. Knochen mit janusartiger 
Epiphysenlinie. Mark verfettet. 


Masato Hashida: Einfluss karzinogener Substanzen auf übertragenes Embryonalgewebe. (II. Mitt.) 
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Abb. 13. Dimethyl. -Gr., Ratten-Nr. 134: (Magenwand). Abb. 14. Teer-Gr., Ratte-Nr. 230. (Magenwand), 
320., Transplantationstag. Fettig degeneriertes 10 Transplantationstag. Trachea mit 
Knorpelgewebe, teils im Resorptionsprozess Flimmerepithelien sowie Knorpelring. 


begriffen am Randteil. 


Abb. 15. Kontroll- Gr, ‘Bitte: Nr, 126. (Magenwand). Abb. 16. per ay Ratte- Nr. 284. (Magenwand). 
270. Transplantationstag. Zalinentwicklung mit 136. Transplantationstag. Oesophagusentwicklung mit 
Schmelz und Pulpa; unten Knochen. Plattenepithel sowie glattem Muskelring, 


Abb. 1 Dimethyl. Gr, Ratte- ‘Nr. 114, (Subcutan), Abb. 18. Dimethyl-Gr., Ratte-Nr. 286. legend) 
365. Transplantationstag. Gut entwickelter Darmtraktus 365. Transplantationstag. Darm mit Zotten und 
mit Zotten und glatter Muskelring. glatter Muskelring. 


Masato Hashida: Einfluss karzinogener Substanzen auf übertragenes Embryonalgewebe. (II. Mitt.) 
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Abb. 19. o-Amid.-Gr., Ratte-Nr. 307. (Subeutan), 199. Abb. 20. o-Amid.-Gr., Ratte-Nr. 307. (Magenwand). 
Transplantationstag. Gut entwickeltes Rindengewebe 199. Transplantationstag. Gut entwickeltes Hirngewebe 
der Nebennieren-Epithelanordnung, wie im normalen mit Pyramidenzellen. Gliazellen teilsweise stark | 
Zustande mit radiärer Gefässverästelung. aufgequollen. Kapillarenverteilung mässig stark. 


Abb, 21. Dimethyl.’Gr., Ratte-Nr. 91. (Subcutan). 355- 


Abb. 22. Kontroll-Gr., Ratte-Nr. 124 (Subcutan). 270. 
Transplantationstag. Ausdifferenzierte Sympathische Transplantationstag. (ben Netzhaut-chorioidealcyste, 
Gangelien zwischen Knochen und Gefässnetz. §§; deren Inhalt aus acidophilem Detritus sowie glasheller 


Vokuolen besteht. Unten: Trachealcyste. 


Abb. 23. Dasselbe Tier w Abb. 24. Dimethyl.-Gr., Ratte-Nr. 286. (Subcutan). 
365. Transplantationstag. Bild des Cylinderepithel- 
krebses; unter mässig starker Infiltration in das das 


Transplantat umgebende Gewebe hineinwachsend. 


ie in Abb 

Gut entwickelte Schilddrüse zwischen Knochen und 
Hautcyste. 


Masato Hashida: Einfluss karzinogener Substanzen auf iibertragenes Embryonalgewebe. (II. Mitt.) 
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Abb. 25. Kontroll-Gr., Ratte-Nr. 127. (Magenwand). Abb. 26. Kontroll-Gr., Ratte-Nr. 124. (Magenwand). 
240. Transplantationstag, Gelatinöses Adenskarzinom, 270. Transplantationstag. Lupenvergrösserung. 
entstanden aus Darmepithelien. Ausgeprägt entwickelter Gallentkrebs, aus § 


Darmepithelien entstehend. 


Abb. 27-28. D 
karyokinetisch aktiv; teilweise unter schleimiger Entartung desquamiert. 


Masato Hashida: Einfluss karzinogener Substanzen auf iibertragenes Embryonalgewebe. (II. Mitt.) 
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12). 14) Holtfreter, Spemann, H., Experimentelle Beiträge zu einer Theorie der 
Entwicklung. 1937 Berlin. 15) 井手 , #%- 22, 308 & 369, 3% (143). 16) 池松 , 日 病 
@H. 13, 569 (大 12). 17) 木下 , AB. 27, 665 (1937). 18) 清野 , RAR, MH. 11, 
2 (大 62. 19) 14, 158 (KE). 20) Klee-Radwicz, E., Z. 
Krebsforsch, 38, 35 (1933). 21) Mc Junkin, F. A. and M. E. Cikrit, Proc. Soc. Exper. 
Biol. a. Med. 27, 179-181 (1927); Z. Krebsforsch (Ret), 32, 53 (1930). 22) 松山 , IE. 
10,177 (大 5). 23) 永田 , Ais BB. 27, 426 (1937). GR. 印刷 中 ). 24) 中 村 , 口腔 病 
Be vem. 7, 12 及 114; 8, 183 & 203 ( 昭 9). 25) 緒方 ( 知 ), HF. 37, 278 (1943). 26) 
Petroff, N. et N. Krotkina, Z. Krebsforsch. 34, 126 (1931). 27) Ribbert, H., Das 
Karzinom des Menschen, Bonn. 1911. 28) Sasaki, T. u. T. Yoshida, Virchow’s A. 1935, 
Bd. 295, 175. 29) &, 橋田 , Hinträ: 26, 219 (1936). 30) Virchow, R., Die 
Krankhaften Geschwulste, Bd. I. 121, 1863. 31) 12,1 (大 72. 


i 
. 
$ 
3 
an 
= 


FLERE 1 Hi) 


it #& 
CHE 
(mm 19 年 4 月 1 日 受付 ) 


Ein Fall von Haemangiom der Brustdruse. 
Katuhiko Ikeda 


(Aus der Chir. Universitäts-Klinik zu Kanazawa. Vorstand: Prof. Dr. M. Kuru) 
(Eingegangen am 1. April, 1944) 


Ein 20jahriges Madchen besuchte die Klinik mit einem daumenspitz- 
grossen Tumor in der linken Brustdriise. Der Tumor befand sich scharf 
begrenzt im oberen medialen Quadranten der betreffenden Mamma und 
liess sich knorpelhart betasten. Heilung durch Exstirpation, Histologisch 
zeigt der Tumor das Bild eines Haemangioma simplex. Das Lumen der 
Kapillaren im Tumorgewebe war stellenweise sehr eng, sodass dort die 
Epithelien sehr dicht angeordnet waren. Das durch Tumor verdrängte 
Driisenfeld der Mamma ist in der Umgebung der Geschwulst zu sehen. 

Das Vorkommen eines Haemangioms in der Brustdriise soll zu der 
Seltenheit gehören; in der Literatur wurden bloss 44 einschlägige Fälle 
bisher berichtet, d.h. ausser der Schultz-Brauns-Bonn’s’) Zusammenstellung 
(36 Fälle, Henke-Lubarschsches Handbuch 1933), sollen die Berichte von 
Sherry®), Dahl-Iversen!), Johnston?, Fausto-Leinati?), Lemberg-Poliak®, 
Taguti® (je 1 Fall) und von Nisimura) (2 Fälle) dazugehören. 


Literatur : 
1) Dahl-Iversen, E., Zentralorg. Chir. 69, 92, (1934). 2) Fausto-Leinati, Zentralorg. 
Chir., 91, 455, (1939). 3) Johnston, C.C., Amer. J. Canc., 27, 341, (1936). 4) 


Lemberg, J.-Poliak, S., Zentralorg. Chir., 100, 157, (1941). 5) 西村 , ij ly BRS reese, 
433, 218, (大 正 15 4p). 6) HN, zit. in (9). '7) Schultz-Brauns-Bonn, Henke u. 
Lubarschsches Handbuch d. spez. path. Anat. u. Hist. VII/2, 219, Berlin, 1933. 8) Sherry, 
Zentralorg. Chir., 69, 91, (1934). 9) KU, Mari, 56, 987, (昭和 7 年 ). 


20 歳 の 未婚 の 女子 , PER SL & 
の に し て , 列 出 に 際 し 腫瘍 の 一 部 は 季 腺 葉 ミ 唱 固 に 閥 着せ る ゃ を 認め , 比較 的 大 量 に 出 
を 見 た . 組織 に は 一 部 肥厚 性 像 を せる 純 性 し て , 
Fel (= OD し 得 た り . BARD L 
乳腺 血管 の な る 事 に 開 し て は 論 な く , Schultz-Brauns- 
Bonn の 集 を 基準 ミ し , AL 44 例 の みな 
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Abb. 1. Histologisches Bild des exstirpierten Tumors. 
a: Drüsenalveolen im benachbarten Mammagewebe 
b: Ausführungsgang derselben c: Hämangiom 

Hämatoxylin-Eosin-Färbung. 
Schwache Vergrösserung. 


Abb. 2. Starke Vergrösserung des Geschwulstgewebes. 
Hämatoxylin-Eosin-Färbung. 


m 
a 
Im 
c 
‘ 
2 


に る 成長 抑制 程度 の 法 に 就 て 


2 iw x 
(昭和 19 年 4 月 4 日 受付 ) 


On the Standardization of the Inhibitary Effect of Drugs on 
the Growth Rate of Tumors. (Quinine Derivatives 
and Transplantable Tumor. Ill) 


Noribumi Sofue 
(Department of Pharmacology, Tokyo Imperial University) 
(Received April 4, 1944) 


Il. 成長 線 

© BR 横 軸 移植 後 の 日 , 終 に 底面 
積 * ぁ ミ つ て グラ フ を 作る 時 は ん に 近い 成長 線 し, 50° 
で ある に 反し & Dik 20 80 の を 示す に 財 
ぎ な いも の も 現 は れ て , FF ZEN 

Il. 成長 線 の 階級 分 

然 し 如何 に 注意 し て 移植 する も , 全 装 照 例 の 腫 場 成長 玉 度 が 一 様 で ある 事 は 少く , 
一 部 は 自然 に 種々 な 程度 に の 抑制 され る 
用 が 現 は れ た iiss cat sg RR され る 事 は 少く , 種々 な 程度 に 抑制 さ 
れ , 中 に は 殆 ん ご 抑制 作用 を 受け な い ミ 夫 へ られ る も の も ある (第 1 園 ). 此 様 な 場合 
に , 各々 の 成長 線 の 角度 叉 ! 又は ミ は 別に 出し た の 面 積 に 
就 て 本 均 値 を 求め て 比較 する 事 は 従来 の 例 で は ある が , 切 角 現 は れ た 抑制 程度 の 個々 
の 細い 差異 を 失 事 に な り , 且つ 自然 抑制 例 危 際 が ある ぁ の で 止め て , MG REAR 
DEE 3 群 に 分 つ 事 に する . 
は 移植 時 の 惑 條 件 の 島 め な の か 不明 な の で 集計 より 除き , 極め て 計 く も 成長 傾向 ある 
CHM 多く の 例 て 大 ・ 中 ・ 小 各 別 に 集計 し た 全 
軸 に 大 ・ 中 ・ 小 の 項 を ミ , Kehl (2a), ABM 
型 及び 基 中 間 型 が 現 は れる . は ミ 大 ・ 中 ・ 小 の の 殆 ん く 無 抑 
制 な を 示し , AWS LC Mill され た る 事 を 示 
し , 交叉 程度 の 著しい も の 程 抑 制 程度 の 旨 い 事 を 示す わけ に な る . 
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積 を 以 て 腫瘍 の 成長 速度 示し た ゲラ フ 


180 4 / vi 
/} 1 Car 7:38] - 
7 
/ 
aly 
4 a= 
G7 4 
— | 4 
A wat t 
Wm I-K. 16/7 1944 移植 t 注射 日 を 示す 
19/¥ Car 7 0.2%} 1 cc 308 (2 HER) 
22/1 注射 開始 腹腔 内 注射 
殺す 
2M) 2N120 12S 21122 3B far 
|2 12 12 |6 15 14 125 355.4 10.3* | 45.1) 81.4 
| 4 32 32 111 10 922.3 31.1 | | 
orm 1 22 1 2 22 13 32 410 172213 58.6 | 36.2) sem) 
AR 1 4 22 6 | 
| |3 42 | 13 114.5 
a |6 45 55 510 510 510 510 556 36 
ER: * TI DICNT 2%, ** AMICHT 3% 
第 2 
II. 抑制 差 
a 之 れ に 就 て 基 程 度 の 表示 法 に は 種々 ある が ARP 
の % は 不 中 を 中 心 ミ し て SRH A 2. 
\ 夫 れ 故に 大 及び 小 に 就 て RAR 
\ \ 2d* 抑制 程度 示 
す 一 つの 標準 さ な り 得々 で あら うぅ . MAH 
%(D) 
x 中 oh kA» as Iv. 抑制 力 Q 
AB'(Car7) 


Lg 


め る ぁ る 確率 が p (成長 力 ), 抑制 する 確率 が q (抑制 力 ) 


= 
i Sa 
/ EN 
3 
\ 
| 
° 


ミ こす れ ば ptq=1?°, 之 が n 個 の 場合 に は PL, n=5, Z 


を 展開 すれ ば 


p' ART 0, 5p'q BLIRRemt 
FOR, 吾 人 の 場合 に 細か く 成 長 程 度 を 分 ける 事 は 困難 な の で 各 2 殴 宛 を 一 括 し て 3 
項 に する . 今 p+q=1 に 於 て 完全 に 抑制 無く ば p=1.0, q=0 完全 に 抑制 さぁ れ ば 
p=0, q=1.0 CHO, 其 中 間 で は 0.1~0.9 Off SS 可 き は 自明 の 理 で ゎぁ る が , 
q=1-0 の 間 の 値 を ミ つ た 場合 の 各 2 MADRE LHR ISH 2 表 の 如く に な り , 
之 を ダ ゲラ フ に すれ ば 第 3 園 の 如く に な る . 第 2 園 の 如き 結果 を 第 3 園 ミ 比較 する 事 に 


表 第 3 10p%q?+ 10p2q3 + 


p | a | p+pq (CHC q=1~0.5 Dffite b L 
1.0.7 0 110.0 | 0 D HEA (20) te 7D 7 
0.95 | 0.05] 97.9 | 2.1 | 0 | 109 
0.9 | 0.1 | 91.9 | 8.1 | 0 | \ 
0.85 0.15 | 8.5, 16.3 0.2 
0.8 |0.2,] 73.7 | 25.6 | 0.7 WI 
0.75 0.25 63.3 | 35.2 | 1.5 LA 
0.7 |0.3 | 52.8 | 44.1 | 31 AL IV IVIVA 
0.65 | 0.35 | 42.8 | 51.8 | 5.4 
0.6 0.4 | 37 | 57.6 | 77 | 
0.5 0.45 25.6 | 59.0 | 15.4 | % KATA 
0.5 10.5 | 18.8 | 62.5 | 18.8 wur 


より, 
に ょ る 抑制 ミ 云 ひ 得 べき で ある ぁ 7 7 < 
第 3 園 の 如き ダラ フ に 近づか ぬ の で , 目下 富 験 例 が 比較 的 少 い の で 之 を 利用 せ ず 唯 参 
BIL, RMS Ut. 


逃 の 如く 自然 抑制 例 が 其 内 に 含ま れる 危険 が 多い の で 充分 に 信用 が 置け な い . 然るに 
ORBAN LDS, 種々 な を 適用 し た 場合 に が 最も 抑制 せら れ な い 
例 の み を ミ つ て て 互 に 比較 し て 見 る ミ ( 例 せ ば 第 1 MH, AG HIS Car 7 注射 例 中 3 
例 ミ を 比較 する ), 其 抑 制作 用 の 程度 が か へ つて 明らか に MIL TH FD BOMMS tr 
た . と よれ ば 自然 抑制 例 危険 も な く , TEC 
FLOPS T し 得る 事 に な る. 但し 中 等 度 抑制 作用 名 現 の 場合 に 中 等 度 自 然 抑 制 ミ 
を 混 る 危険 は 多い が , L 一 役に立ち 


得 va) で BS. 
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(1) ACH, 2025 
7 を 作れ ば ん 直線 ミ な つた (成長 線 ). 

(2) 成 長 線 の 傾 の 大 さき に よ ょ り 大 ・ 中 ・ 小 8 BC BT Ltr. 

(3) SRR CRO LIS 
DEI BAT MAK RIMES LI. 

(4) 成 長 を 可能 な し め る 確率 p (REN), MHS (MHD) CHE 
pta=1, PH KR を 計算 し , 雨 の 差 Q は 物 に よる 抑制 

に 比較 し て 見 る ぁ ミ , 其 抑 制作 用 の 程度 が か へ つて 明らか に 現 は れ て る ゐる 事 が 多い の 
で , Lt. 

M 


1) WAIT 60, 70 11). 2) RE. O 
FA. p. 43 (149). 3) 確率 論 .p.28 及び 38 (大 正 15 年 ). 
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序論 既報 ( 其 2) CRS Ut 
T, Disazo 色素 殊 に Trypanblau ZUR 
S Chinin に 結合 し て , 2 
雨 氏 に よ ょ り 作 られ て 試験 に 供 せ られ た (第 1 及び 2 表 ). 


第 1 表 Azo-apochinin EU 
(1) Car48 
8,8/-bisl F Apochinin は apo 和 ) (Trypanblau 
: +2 Apochinin) 

17 (Trypanblau+1 Apochinin) 

23 
2,2’-bis(<’azo-5’>-apo) (Trypanrot+2 Apochinin) 

24 
(Vital 
Red+2 Apochinin) 

15 Diphenyl-4,4/.bis<azo-2> <azo-5’/>-apo) 
(Congorot+2 Apochinin) 

22 Diphenyl-4,4’-bis<azo-2>-( 
apo} (Japanal Violet Extra-+2 Apochinin) 


25 
bis<’azo-5’>-apo) (Benzopurpurin 4BX+2 Apochinin) 

32 <azo-5’>- 
apo) 


. 
™ 382 
— 
4 
\ 
\ 
rip 
N 
‘ } 
1 
/ . 
= 


(II) Car28 <azo:57>-apo] 
29 <<azo-5/>- 
apo) 
30 <.azo-5’>-apo) 
(ID 20 
apo 
27 
apo 
21 
<T-a20-5’>-apo 
(IV) 11 
14 
10 (H $+ Apochinin) 
7 (2R #£-+Apochinin) 
(Naphthol-(1)-sulfonsäure-(3)}-<6-azo-5’>-apo (J &+Apochinin) 
31. 
(V) 1 
6 
8 (Toluol-sulfonsäure-(2)}-<4-azo-5’>-apo 
13 
12 
5 
16 
26 <azo-5’>-apo) 
2 
3 
4 
19 


第 2 # Azo-apochinin 
(1) Gor 17 Ape) CaF 28 Trypanrot-+2 Apo) (694) 
3 :N-Apo | 
| 
| HO,s/ N/ N/NSO,H | 
| H | N:N-Apo 
0 N N Apo | 
| —N:N— 
| 
| \_4s0,H 
HO,S” SO,H 


398 
x 
= 
| 
BEN 


Car 24 (Vital Red+2 Apo)(452) 


CH; 
| 
/ N 
\— ZsoH 
> 
N__/809,H 


Car 22 (Japanal Violet Ext+2 Apo)(397) 
OH 


| 


{ 
/ 
) 
HO:S \/NN:N-Apo 


Car 15 (Congorot+2 Apo) (360) , 
N:N-Apo 


| 
SO;H 
N :N-Apo 


SO;H 


‘Car 25 (Benzopurpurin 4BX-+2 Apo) (448) 


CH, 
) 
SO,H 
CH, N:atApo 
/ 
SO,H 
4 
DD Car 28 
N:N-Apo 
N:N ) 
| 
N:N-Apo 


2 \ 
— 
I 
3 
HO,s/ N:N-Apo 
Car 32 
OH 
| 
HO,s/ \/ \7 \so,H 
ンーN:N YN-N:N-Apo | 
2 N:N 
HO,s/ \/ Ns0,H 
E 3H 
\ 
~ 


Car 29 
H \ 
O N:N-Apo 
y, | 
N:N— \ ) 
\ \so,H 
\ SO,H 
° 
N:N— 
HO,S” SO,H 
(ID Car 20 
CH, OH 


Car 21 Apo) 
OH OH 


| [ 
U 
Ho,s/\/N 


SO;H SO,H 


Car 10 (H-B&+Apo) 


OH 
N:N-Apo 


| 
HO,5/ \so,H 


Car 9 Apo) 


OH 
| 


HO,S” NN :N-Apo 


Car 30 
N 
NA \N:EN-Apo 
X 
O;H 
OH 


(IV) Car 11 及び 14 


SO;H 
AApo(Car 11) 


Dihydrocuprein 
(Car 14) 
SO;H HO,S 


Car 7 (2R-88-+ Apo) 
OH 
H0,5/ \ SO,H 
Car 31 (Naphthion-§%-+ Apo) 
N:N-Apo 


4 
; 
| 
HO,S” \N:N-Apo 
Car 27 (Trypanblau の 御 分 十 Apo) 4 
H 
A N: N-Apo CH; O N:N-Apo 
\ SN:N— 7 N | | 
HO;S N SO;H 
po | 
< 
AR, 
| 
SO;H 
2 
| 


< »—N : N-Apo \so. 


| SO,H > / 
CH,S 


Car 16 Car 26 Car 2 
H.N HO,S— N:N-Apo 
N: N-Apo D-N;N-Apo 
HO,S’ \/ \sQ,H 
Car 3 Car 4 Car 19 
4 _—N:N-App HOOC—X —N:N-Apo >—N:N-Apo 
HOOC” 
Apochinin 
4 

7 apochiuin ¥ 


部 の 構造 は 未だ 確定 
SM 
左 の 如き 位置 に 入る 


RUE KECARMAARAM ⑦ み 用 ひ , 側 背 皮下 に 移植 し た 。 肉腫 々 切り 出し て 笑 し く 灯 
1cc Tuberculin 注射 器 充 た し , 1 mm 
長 さ 4cm の 合金 注射 針 な か つけ て 飛 通 注射 する 如く に し て 其 0.1cc 移 を 移植 し た 。 薬物 適用 は 
0.296 液 (遊離 酸 な る 計算 量 の NaOH PM LI), 新 
2 Were 30g ICH L 1 cc な 腹腔 内 に 注射 し , 移植 で 同時 に 注射 開始 し , 1 日 
SY, 第 1 PMOSMICM MAME SRE ILE DRS 
L, SHOW IL ES L, 
且つ 同一 の に 納め て 育 箱 の 條 件 に よる を 防い だ EME), 
見 る に , 移植 4 6 A AICM IAD, OMMICHAL, 8, Kb 
A. 

MENSA 薬物 に ょ る 抑制 作用 の 程度 の 刻 定 法 は 前 報告 ( 其 3 う ⑤ の 方 法 に 従 ひ , 腫 韻 の 成 


| 


: 
os (V) Car 1 Car 6 + Car8 
HO,S—/ S—N:N-A S—N:N-A H,C—/ —P:N-A 
N a po BEIN pe 
HO,S” HO,S” 
a Car 13 ? Car 12 Car 5 
6! 5" 9 
: 
HO 
/ 
= - 
i 

* 


BIR 


| 2 
薬品 名 | 例 
(Car) 
24 4 
30 3 
22 | 15 
18 6 
25 
25 6 
23 6 
11 4 
17 7 
1 3 
12 4 
9 4 
28 7 
2 3 
19 3 
29 4 
4 1 
13 3 
16 8 
21 2 
16 4 
3 1 
5 
6 3 
8 3 
10 4 
14 4 
20 3 
27 $ 
32 8 


Fe | Q ti 
55.122. 45.0 | 36.3 | 81.8 | 0.3 | 0.7 | 0.4 
44.147.1| 8.8 9445.545.4| 35.0 | 36.6 | 71.6 | 0.35 0.65) 0.3 
64.325.010.715.4 48.9 | 20.1 | 69.0 | 0.25/0.6 | 0.35 
43.339.4)17.3| 8.443.847.8| 34.9 | 30.5 | 65.8 | 0.3 10.7 | 0.4 
52.0,18.0/30.0/25.0| 8.366.7| 27.0 | 36.7 | 68.7 | 0.32 0.652) 0.35? 
47.437.215.415.138.446.5) 32.3 | 31.1 | 68.4 | 0.3 (0.7 | 0.4 
52.232.615.2114.347.638.1 37.9 | 22.9 | 60.8 | 0.3 | 0.65) 0.35 
45.741.313.024.024.052.0| 21.7 | 39.0 | 60.7 | 0.3 0.7 | 0.4 
36.753.310.016.733.350.0, 20.0 | 40.0 | 60.0 0.4 10.7 | 0.3 
| | | | | | 
51.030. des. 22.5 | 31.6 | 54.1 | 0.3 | 0.77) 0.42 
71.425.0 3.635.742.921.4 35.7 17.8 | 58.5 | 0.2 0.35% 0.15? 
38.142.919.022.222.255.6| 15.9 | 36.6 | 52.5 | 0.35 | 0.7?|' 0.35? 
64.325.010.728.650.021.4| 35.7°| 10.7 | 46.4 | 0.25/ 0.57) 0.25? 
48.441.9 9.735.329.495.3) 13.1 | 25.6 | 88.7 0.3 |0.5?| 0.2? 
52.331.316.426.746.726.7| 25.6 | 10.3 | 85.9 0.3 |0.5? 0.2? 
| | | 
71.425.0 3.650.040.010.0) 21.4 | 6.4 9.8 | 0.2 [0.3 | o.1 
76.9, 7.7)15.445.445.5 9.1) 31.5 — 6.3 | 25.2 10.2 | 0.3 | 0.1 
58.926.414.740.040.020.0| 18.9 | 5.3 | 24.2 0.25 0.35 | 0.1 
55.544.5| 0 33.466.6 0} 22.1 O | 2.1 0.2504 | 0.15 
28.642.8 28.6) 7.2 21.4 - 14.2 | 0.5 (0.55) 0.05 
48.032.020.041.733.325.0 6.3 | 5.0 | 11.8 10.3 03 | 0 
62.512.525.057.214.328.5| 5.3 | 3.5 | 8.8 | 0.257 0.252) 02 
31.856.811.443.028.528.5 1.2 | 17.1 | 5.9 |0.4 10.32|- 0.12 
| | | | | 
70. 020. 010. 060.040.0 0 1 10.0 ー10.0 | 0 | 以 下 AM 
2 50. 025. 025. 5.6 |—13.8 8.2 | 
35. 739. 325.030.060.010.0| 5.7 |-15.0 に 9 | 
50.023. 326. 746.733.320. .0| 3.3 |-6.7 |— 8.4 | 
51. 641. 9 6.565. 035. .010.0|- 13.4 | 3.5 |- 9:9 | 
41.244.114. 787.556.3 3.7 |—8.5 44.8 | 
76.9 7.715.475. 012.5 5125| 1.9 2.9 —1.0 | 
18.032.020.035.761.3 0 12.3 |—20.0 |— 7.7 | 
56.028.016.055. 633. 311.1} 0.4 |— 4.9 |— 4.5 | 


| * 早期 死亡 例 及 び 不 を 除け る に する 22 
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置き 軸 に 夫 れ に 相 する つ て ゲラ フ な 作れ ば 第 1 MOM ICH Car 7, 15,22, 24, | 


\ 4 
-—i—Car 7. 2 Ca = 
| | 4 
\ we | | 
N | \ ify \ | 
va A | | 
100% 大 中 se | | | | | | 
t t 
| 
/ | 
\ N | / ば 
y fi \ 
VARY 
{ | 4 \ 
0% | | ¥ 
大 中 is 
i 
1 Car 31 Car 9 Car 28 Car 2 Car 19 Car 29 
\ 
4 
x A | 
\ \ 3 Y 
100%} 
|_| cer 4 Car 13 Car 26 ——} Car 21__| | Car 16 Car 3 
| 
| | \ \ 
CRC 
\ | \ \ +— 
\ | 
LJ 
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例 に て 腫 種々 な る (大 中 ・ 小 ) 


成長 速度 に けり の 比較 
T 
o 


る に 反し , Car 2, 8 DM し て 基 成 長 線 は し て 
(PER (JE 3) HMM L-COM, LOA Q=0.4 で ゎぁ る に 反し 
Od Q=0.1 前 後 を 示 し て ゐる )。 

7, 24, 30, 22, 18, 15, 23, 25, 11 CH 9 (但し Car 30, 18 APOKOREDS 抑制 
BS SS Car 24 は Vital Red, Car 18 は 
Trypanblau, Car 15 は Congorot, Car 23 は Trypanrot #Kii#h Apochinin に 
付け た も の で あり , Car 22 は Japanal Violet Extra H¥Y%, Car 25 は Benzopur- 
purin 4BX conz 日 染 を 結合 し た も の で , X Car 30 は Japanal Violet Extra の 
中 央 の Diphenyl を Phenyl に し た も の で 何れ も 極め て Congorot に 類似 し , 更に 
Trypanblau の 配 結成 分 は H- 酸 で あぁ が 之 に 類似 の RR- 酸 の み を Apochinin に 結合 
し た も の が Car 7 で ある 等 を 見 る 事 は Disazo SRO BMD Apochinin ミ 結 
合 し た 場合 に も 保有 きせ られ , 且つ Chinin の 持つ 細胞 毒性 も 父 揮 し し て ゐる ぁ る 事 が 見 られ 
想 に 一 致し た 事 が られ る . 


2) Apochinin に 就 て 。 Car 14 は Car.11 の Apochinin を Dihydrocuprein に 


e 
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代 へ た も の で あぁ が , Car 11 が 相 党 有 交 で あぁ に 反し 全く 無 政 で あぁ る. Car 18 = 
Car 17 は 前 者 が Apochinin 2 個 を 有する に 反し 後者 は 1 個 を 有する の み で ある が, 
BED に 省 て ゐる の を 見 ぁ ミ Disazo HROBS MAD Amin 
に Apochinin が 入る 事 が 必要 で ある ぁ る らしい. 

3) Disazo 色素 の 中 間 部 の 意味 一 方 で は 軍 な る 2R- 酸 より な る Car 7,9,11 が 


BAT, 他方 で は Disazo 色素 の 24, 22, 18, 15 EV EN THAEDS, 其 間 の 開 係 を 


#5. 中 央 の Dipheny! を Phenyl に し て は 如何 . Car 320) Car 2CHT AH 
合 は 別 ミ し て (Car 22 が 極め て て BAEDT Car 30 が 少し も MILE BCHS 5 
2), Car 28 の Car 15 に , Car 29 の Car 18 更に 
Phenyl を 去 つ て 2R-R2 個 を 結合 し た Car 21 (Ad TH. 叉 色素 を 生 分 に し た 形 
BD% Toluol を 配 結成 分 に つけ た Car 20, 27 が 配 結成 分 の み の 場 合 に 比 し 替 く 無 政 な 
ろ る 事 等 より (同様 な 事 は 報告 ( 其 2) @ に も 見 られ る ), ARMREST UTI, 1 AOR 
結成 分 の みか , Mit 2 個 の 配 結 成分 を Diphenyl を 以 て 結合 し た 場合 が よい が , HB 
MANE 60 以上 示す 色素 9 種 の 内 Car 7 及び 11 を 除け ば 残り は 皆 Disazo fü 
素 な る を 見 れ ば , 前 者 よめ GREPD Disazo 色 業 を 有する 方 が BMCHSE LW. 
更に Diphenyl 3,3’ の 位置 に Methyl Mist Sulfo LOAM KRAMORT 
#% (Car 15 = Car 25,Car 22 = Car 18, 23, 24). 

4) 配 結 成分 の 意味 , 殊 に C 酸 を 有する Disazo 色素 より な る Car 
18 H- 酸 の み の Car 101883, Mio 2R- 酸 の み の Car 
AIzZP* Disazo 色素 に な つた Car 32 は 全く EITCHAD, J- 酸 を 有する Disazo 
色素 Car 22 J- 酸 み の Car 9 & MBAR A ET 
52. 此 事 は 叉 中 間 部 の Diphenyl が Phenyl に な つて 何れ も Bit ARMO Car 
32 が Car 22 に 比 し て 少し ゃ 減 力 せ ぬ 事 を 見 る ミ J- 酸 の 持つ 意味 は 大 きい . 配 結成 
分 の Sulfo 基 の 敷 に 就 て は 未だ 充分 な る 結論 に 達し 得 な い が , 一 般 に Sulfo ERE 
Apochinin の 細胞 毒性 を 減 させ る に , あま り 多 く 存 存する 事 
は 不可 の 様 で ある . 

5) Benzen Benzen K1 MOAR ASS Mis ME Car 1 の み が 
S. 叉 之 に Halogen を 入れ て 見 た が (Car 12 

6) 染料 の 係 抑制 差 60 以上 の Azo-apochinin 配 結成 
DAO) Car 7 及び 11 を 除け ば , HOT ite CHARS Schultz の 色素 表 "に 記載 
CHA O, 抑制 60 以下 の も の の 色素 は 何れ も 同 表 中 に 無い 事 は 
性 ミ 色 性 さ の 間 に 連 絡 す る か を 示す も の で ある . 木綿 接 染料 に 於 て , 
J- 酸 が 配 結成 分 ミ AO Hh BYE BK 
POS, Car 22' 同様 酸 で ある 事 , ML < 
J- 酸 を 持つ も の は 他 の 配 結 成分 ミ り , BMAD A + 
著 明 で な い 事 は 興味 ある 一 致 で あろ る. 
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7) 線 括 要する に Sulfo 基 2 個 乃 至 8 個 を 有する Aminonaphthalin #% (更に OH 
が 入 つ た 方 が 良 CH Bp); Rit る を 配 結成 分 ミ U, 中 間 孝 に Diphenyl を 有 す 
% Disazo 化合 物 ( 此 際 Bala, し 2 個 a WED 


注射 し し , られ た る 場合 に て 。 


ROM ILS D> (SET RR wT も 見 ら noe 
は 悪性 場 の 性 質 上 の 事 で は ある が , 
死 の 開 係 上 中 心 部 に 位 す る 事 が 多い に 反し , 富 験 例 に 於 て は 成長 閉 明 な 表 在 部 位 に 於 
て 特に 者 し い し 吉 夫 教授 を は し た 事 に に 厚く 感謝 すろ). 

1 に 比較 し て 像 が 減少 し て ゐる . 

2) に て は 細胞 の 増殖 な ぁ , 細胞 像 は 活性 を , CSG 
な る に 反し (第 2 園 ), 抑制 せら れ た る ぁ も の は 細胞 増殖 少く , HIS RRB SBS 
する 急 め , 像 は 無力 性 に て 核 は 多 形 性 な ら ず し て , 大 に し て 泡 性 で ある (第 5 園 ). 

3) Lon, 核 も 種々 の 程度 の 性 基 を 示す (第 4 

寅 験 例 に 見 られ る 如き 銘 化 ある 事 あ る も , 大 部 分 は 土 照 の 特徴 た る 核 の 未熟 多 形 性 を 
AL, MERA DBRS BD LC OSE, BODIE 
BAS OBR 
| 

1) HRS Disazo 色素 に Trypanblau に 著 し て , 
Chinin ミ を 結合 し て 肉腫 嗜好 性 を 有する 細胞 毒 を 得 ん ミ し , 32 種 の Azo-apochinin 
BMD を 以 て 藤 系 白黒 肉腫 の 成長 抑制 作用 を 検 し た . 

2) 抑制 作用 の 程度 の 者 定 は 前 報告 ( 基 3) に ょ つた . 

3) 共 内 最も 用 が る は Car 7,24, 30,22, 18, 15,23, 25, 11 で Sulfo 12531 
有する Amino-naphthalin ( 更 に OH が 入 つ た 方 が よ \ RCH ASD), 
配 結成 分 ミ し 中 間 部 に Diphenyl ある Disazo 化合 物 ( 此 際 Sulfo Lit Bes LT 2 
個 が ょ い で ある ) PVE 

4) Azo-apochinin さして 有用 な Disazd 色素 を ば 
HRRAFS し て 有 し て る る. 

5) 木綿 直接 染料 に は J- 酸 が 其 配 結成 分 ミ し て 最も 重要 な も の で ある が , 抑制 作用 
OA» -Car 22 の 配 結 分 も 同様 に J- 酸 で あぁ る 事 , 叉 J- 酸 は 他 の 配 結 成分 ミ 異 り 錠 ミ 
結合 する 他 郭 位 の 細 化 に よめ 抑制 作用 が あま り 減 力 せ ざる 事 は 注目 す 可 き 事 で ある . 

6) 題 微 鏡 的 所 見 SCH LCERALTE 殊 に 嘱 い 成 長 の 抑制 せら れ た ぁゃ ぁ も の 
に て は , 如き 化 が 見 られ る . (1) 分 の 減少 . 
CHM 例 で は 成熟 し て 無 無力 性 で る . (3) 種 々 な る 程度 の 
胞 及び 核 の 消失 を す . 

終り に 臨み 田村 及び 東 の 御 な る 御 指導 ん 感謝 する . 
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p. 33: (1983). 4) 86, 391 17). 5) MIT 38, 194408 19). 
6) p. 25 (中 16). 7 16, 1220 (AB). 
8). ‚Meyer, F., Chemie der ‘organischen Farbstoffe, 7. Aufl. (1931). 9) Schultz, G. 
Farbstofftabellen, 7. Aufl. (1931). 
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26/1V ORBEA) LIED LED) 1942 

部 な し , 細胞 像 力 強 し 。 
(第 2 一 5 賠 Zeiss, 接 物 ンズ 40, HEAR % 12) 
29/V (移植 後 12 HA) 
死 部 な し , T, 


IX 1942 FE AIL : 内 部 に 位 す る 部 位 


29/IX 後 20 日 目 ) す 中 央 
に 小豆 大 の 部 わり.。 校 分 像 少く , 間 質 の 
殖 多 し 。 
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の 治療 成績 289 9 —12 年 ) 
A 


(昭和 19 年 5 月 9 日 受付 ) 


Fünfjährige Dauerresultate der „Behandlung des Carcinoma 
colli uteri, einer Statistik von 289 Fällen 
| (1934-1937) nach. 


Hideo Yagi 
¥ (Aus der Frauenklinik der medizinischen Fakultät ‘za Oheyeris) 
(Eingegangen am 9. Mai, 1944) . 

CRB AD 9 年 か ら 12 年 に 治療 347 例 ( 附 表 
BR) CHAD. この 肉 58 例 は 他 病 院 で 治療 を 受け た 後 始末 の も の , 叉 は 他 病 院 治療 後 
ミ し て 別に し た . 我々 が 初め か ら 治 療 を 引受 けた 患者 は 線 敷 289 PCL NDR 
計 材 料 で ある . 統計 の 型式 は 管 て 著者 が 要 表 し た 規準 に 従 つ て ゐる ぁ か ら こ れ を 参照 せ 
られ 度 い (産科 婦人 科 紀 要 . 2448, 458, 昭 16 年 ) . ARE, 211 は 放射 療法 , 68 は 
手術 療法 で ある . 放射 は レ 田 純 分 割 で ラ を 併用 し , 一 部 (27 例 ) に Schaefer の 近接 照 
手術 は 岡林 式 別 除 52 A, 16 例 で ある . 10 
REFRESH, これ は 第 一 統 許 に 入れ 第 二 統 計 か ら は 除く . 後 年 調査 で 行方 不 
明 は 6 例 (2%), 70%, tris LU 
鏡 す る こ ミ に し て る ゐる. 

療 成績 (第 3 項 ), 4 は 夫々 の 進行 (I~IV) 別に 表示 し た . I~IV 
48.7%, 行方 不明 を 除く ミ KA. 

更に この 表 か ら , 一 次 成績 , S OH 
で を 必要 に 應 じ 讃 者 が 任意 に 計算 する こ ミ が 出來 や う . 

表 の 第 二 統 計 が 治療 統計 の 基礎 き な ぁ る を の で ある . 印 も 治療 患者 全部 を 網羅 する 全 
る. 

医者 提案 の 型式 に より , 子宮 粘 を 治療 する 各 ク リ ニ =ー ク か ら そ の 成績 が 明か に さき され 
AR, 相互 その 表 字 を 利用 し 合 ひ 協同 研究 の 途 を 開き 得々 も の ミ 信 ずる ろ る. 

(A 19 年 4 月 29 19 4 i, HELL 7: 
DCH 4.) 
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404 
+ 宮 治療 成績 統計 
報告 年 度 19 年 ) 
1 347 
Aw 
1, 治療 な 完全 に 行 つ た 敷 279 
(4 療法 68 
(a) 
BE, 5 ote 
Ca) 術 式 (て レナ + ラ 184 
UTE) 
Cc) (u+ 11 
2, OT RAM i 10 
Cn) 悪者 が 治療 な し た た め ( 事 故 退 院 ) 
て (へ) 基 の 他 の 理由 3 
3, 統計 外 治療 患者 
\ 
| W 
= 197(70,67)| 36,, 80 78.4|53 68,8 | 28 45.1 | 
ず | 82(29.32%)| 2 | 22 24 : 34 : 
治療 成 手 術 . 放射 等 一 切な 含む ) 
402. 58 o | 1 
IV 9 0 3 “44 8 1 2 
I~iv 279. |. 122 0 10 6 


(4 の 1) + 後 放射 


7 0 0 0 

31 20) 0 2 2 

| 52 2, ;0, 39 0 


* 一 次 死亡 府 7.7% 
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1}. 10 1a 3 Ay 0 0 
2.8 0 0 0 0. 0 9 0 0 
| 0 0; 1 0 ow. 
16 10 ‘0 tote. 4 ah: 0 0 
("の 1) 5) 
1 4 5 8 
進行 期 = 
I 14 0° 0 2 0,77 ı 0 
I 57 0 17 1 
0 57* | 19 0 1 23* 7 | 4 3 
IV 56 9 0 2 39 $1 1 2- 
I-IV} 184 69 0 4 81 eg a 6 


* Krönig 手術 で Lt SERED FAT 
RE し て は し て 後 の よ ぁ も の な り , 2 例 共 に に て 死亡 5. 


CHA: 

1 2 3 4 5 | 
I 2 1 |. @ 0 
of. 1. 0. 0 0 0 0 

ae 0 0 1 4 0 0 0 
I-IV | 16 5 0 8 2 0 
? 5” 6 7 8 | 
I | 9 5 1 of 
IV | 1 0 0 
I~Iv| 1 | 6 |; 4 1 
C1) 2%) 」 
| | 5 後 健 存 者 | 行方 不明 除き | 2602) 
I 38 29 76.3 38 
106 102 (56.8 
IV 65 | 9 : 43.8 62 : 14,5 
~IV 289 | 122 42.2 | 276 4.2 


42.2% (1)< x <44.2% (2) 


= 

\ 
f 
x _ 
j 
a 
{ 
> 
f a 
‘ 
\ 
= 


| | 行方 不明 を 除き 

I a 6.3 3 76.8 

n 102 | 5856.8 101 57.4 
Iv | 6 9 | 1665 | 60 15.0] | 

43.79% (1) <x <44.6% 2) 
(8) 第 三 統計 (第 三 統計 を 治療 別に し た も の ) N 


A). 


~ 
進行 期 | 5 年 後 存 者 行方 不明 を 除き : 
15 5 i, 33.3 | 


61. 


行方 不明 を 除き | 62), 
I 7 7 : 100.0" 
14 5 
52 32 615 | 
2 61.5% 


A102) 


H 1 0 - 0 
I~ 16 10 : 62.5 
62.5% 


(a) 


進行 期 | 数 5 年 存 | を 除き 

I | 38 2585 70 ; 

Ww | 62 60 15,0 

\ T-1V | 211 80 : 37.9 205 : 39.0 


37.9% (1)<x <39%6 (2) 
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(nm の 1) 2) 
進行 | 放 5 年 後 健 者 | | 行方 不明 た を 除き (2) 
57 30, «52,6 56. : 58.5 
IV 56 9 16.0 16.6 
I-IV 184 38.7 
37.5% (1) <x <38.7% (2) 
* WE) Krönig 手術 で 
(m の 2) CHA? 
| 5 年 健 存 者 | 行方 不明 を 除き (2) 
I 2 i 77500 
5 3 60.0 
。 IV 0 
| 16 5 31.2 
の 3) 放射 統計 ( 西 術 式 : + 2 + 
i 0 
1 1:00, 例 な し 
1~IV 11 | 6. 54.5 
3 54.526, i i 
‚5. 外来 入院 一 覧 表 ( 但 し 統計 外 は 除く ) 
82.8 
1~IV 359 2.29 80.5 
Iba 


バタ ー イ エ ョ ロー 及び その 非 閣 原 性 分 解 産物 の 


BRFZ-ECHT 
KR 


(HB 19 4B 5 月 24 日 受付 ) 


Action in vitro on Catalase of ET (Butter 
Yellow) and Its Non-carcinogenic Decomposition Products, 
Dimethyl-p-phenylenediamine and Aniline.* 

Waro Nakahara and Fumiko Fukuoka 


(Laboratories of the Japanese Foundation for Cancer Research, Tokyo) 
(Received May 24, 1944) 


Incidental to our recent study on the activity of liver catalase in liver 
cancer production and its inhibition, we made observations on the remar- 
kable inhibiting effect in vitro of dimethylaminoazobenzol on liver catalase!). 

“In the present paper we wish to supplement this knowledge with the 
additional data which clearly show that the two known decomposition pro- 
ducts of dimethylaminoazobenzol, recoverable from the urine of the animals 
fed with this substance, namely, dimethyl-p-phenylenediamine and aniline, 
are endowed with no such inhibiting power upon catalase as manifested by 
dimethylaminoazobenzol. We hasten to report these new findings in view 
of their possible significance in connection with the fact that neither 
dimethyl-p-phenylenediamine nor aniline retains the liver cancer producing 
action of the original dimethylaminoazobenzol (Kinosita?)), 

Experiments 

A number of normal adult rats were killed by exsanguination and the 
catalase activity of the liver was determined according to the method fully 
described in our previous paper’). Briefly the procedure was to extract 
0.1g of liver tissue with 10/ec of phosphate buffer solution of pH 7, to 
separate the extract by centrifugation, and to measure the catalase activity 
of the extract by means of a Battelli-Stern apparatus, using 0.3cc of the 
extract diluted with 0.7 cc of the same buffer solution. The cc of oxygen 
obtained was recalculated into that at the standard condition. Extracts 
showing a high activity were chosen for the tests. 

The substances to be tested were dissolved in phosphate buffer solution 
(pH 7) either directly or by first dissolving in a little absolute alcohol in 


* Aided by a Scientific Research Encouragement Grant from the Department of 
Education. 

1) Nakahara, W., and Fukuoka, F., Gann, Vol. 38, 340 (1944). 

2) Kinosita, R., Trans. Soc. Pathol. Japon., Lib. 27, 709 (1937). 
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; the case of difficultly water soluble substances, and 0.1 to 0.7ee of the 
solutions of different concentrations were added to the liver extract-buffer 

mixture, replacing the corresponding amount of the plain buffer solution. 
The repeated trials yielded practically identical results in each case, 


and the essential’ points*in these results: may be tabulated as follows : — i 1 
Amount in gamma per 1 cc j 
of the reaction mixture 0 1 2 3 4 5 | 100) 700 
Aniline 13.2 12.9 
Dimethyl-p-phenylenediamine |13.2 9.9) 2.6 
Dimethylaminoazobenzol 10.1) 9.0) 6.3) 4.6] 2.1) 1.9 : q 


The catalase inhibiting action of dimethylaminoazobenzol is overwhel- 
mingly greater than the two other substances. p-Phenylenediamine and 
m-phenylenediamine were enumerated by Blaschko3) among catalase inhibi- 
tors, and dimethyl-p-phenylenediamine may be expected to belong to the 
; same category. It turned out, however, tWat the inhibitinz acfion of 
/ dimethyl-p-phenylenediamine amounts to less than 1/100 of that of dimethyl- 
aminoazobenzol,, The case of aniline needs no comment. 


Summary 


Dimethylaminoazobenzol, highly active in producing liver cancer in 
rats, is a powerful catalase inhibitor, but this catalase inhibiting action is 
not shared by either aniline or dimethyl-p-phenylenediamine, two ingredients 


of dimethylaminoazobenzol. 

It is pointed out that aniline and dimethyi-p-phenslenediamine are both 
absolutely non-careinogenie and that in these substances the loss of carcino- 
genicity is accompanied 1 gs er reduction of the catalase inhibiting 


action. 
・ バ ター4 エ ョ ロー が 試験 管内 で も , 極め て 微量 で ヵ カタ ラー ゼ 作 用 を 抑制 す ぁ る こ ミ を 記述 。 
Ut. 
バタ ー イ 4 エ ョ ロー は , DOBBS SS, 一 部 分 は aniline 及び dimethyl-p- ‘ 
phenylenediamine に 分 解 さ れる が HS (AT). AK 
CAT, 我々 は 此 の 種 の 物質 が , MBC, 7- 
機能 も 失 つ て る ゐる ぁ 事 を 明か に し た 。 | ss 


3) Blaschko, H., Biochem. Jour., Vol. 29, 2303 (1935). 
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19-4F 6 月 6 日 受付 )- 


Uber zwei Falle von Koexistenz eines Karzinoms und einer 
Tuberkulose in derselben Mamma. (Tafeln XXVII u. XXVIII) 
Yoshinori Ainota und Hiroshi Takaoka 
(Aus der Chir. Universitäts-Klinik zu Kanazawa. Vorstand: Prof. Dr. M. Kuru) 
a (Eingegangen ‚am 6. Juni, 1944) 

BKORT ISIC 特に 疾 病 の 合併 は 極め 
THES ED > 如く , RECMTis, Lebert CHE LB KS Ie 19 
Bl, 本 に て は 唐 澤 の 1 例 あ 最近 に て , 本 症例 2 例 を 経験 せり 

第 1 症例 66 婦人 , 約 日 前 よ 
9 り 軽 度 の 容 痛 を 認 む る に 至り , 昭 和 16 年 9 月 9 日 入院 す . BACHABALDRMEL 
2.5cm HOT, 第 4 肪 上 に 指 頭 大 より 大 な る (3.0x38.0cm) 軟骨 様 硬度 を 
St GH 外皮 ミ の に 存する も , LER ORF 
な く , AR 2 冶 の 診断 の も ミ に 手術 
MRE BAL, 腺 組 織 装 す ., eS し 
ALA. KEK KO KAKI BS 22 個 
を 算 し , も の あり . 

IE, 腫瘍 は 大 部 分 に て 境界 鮮明 な る も - 
LC, 間 質 は 球 プ ラス マ 細 胞 の 
す . EBO PB UES Hol CO, 大 胸 筋 に 近 き 深部 に 冶 細 胞 に 包 埋 さ れ た る ぁゃ 定型 的 結 
PEE HO. 証し て か ゝ る 定型 的 結核 性 所 見 は 此 の 部 分 の み に 存 す . HERURELBRIK I& 

症例 50 BBA, 約 8 ART 5 最近 に 
b ROM 1S 年 4 月 9 日 入院 す 。 BAC, 
せ は 女性 乳房 を 示 し 側 乳 . 乳 下部 より 上 方 及 内 側 に 
Far AMA 10', 38% デー 
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MR Ls MIL CREF. TI, 
直下 に 達する も 其 の 他 の 部 分 基 底部 に 於 て は , 
乾 酷 化 乃 至 液 歳 物質 を 認め ず . RBMERIt 19 GRO て 大 多 敷 の も の 硬 し . 

AO. >. MARCHE RAS 
は し むる 部 分 お L, 腺 胞 小葉 内 - 
腺 胞 周 園 に 達し , EI 
UL, ALEF. 一 方 
DUD BU. WML, FEEL, FL 
LIT, 腺 胞 小葉 FED. 場所 に より て は , 
. 売 た し 居る も の ,. PUR LAA LOBH 
fi] Langhans 細胞 内 及 結 周 部 に 結核 せ や TH, 
L, 叉 結核 結 型 的 Langhans 細胞 を 有する 新鮮 な る も の に 
OBL. 

な 疾患 な り ミ Lebert, Virchow, 
E. Wagner, Friedreich, O. Weber 等 は 同一 個 喘 に 於 け GHAMRRE”, BS 
く の 共 存 例 の 報告 を 見 る に 至り , Martius Dietrich 
RB EE. Cruveilhier (1825) の に 於 ける 共存 例 初め し , KOK 
ざる も , Me HS Tb 
傾向 を 有する も の に し て , LB. UTR, 
(Mists > こ ミ 少 き 臓器 UCR, 疾患 共に 現 し 易 
ミ 結 核 ミ は 相反 る 性 を 有 す な も の > 9, BEE 

KO) 3 可能 性 あり 0. 
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一 般 に 責 者 の 併存 は の 合 億 なす も の 多き も , が 冶 生 の 誘因 を 
場合 少 か ざぁ る る べく, DI FI 

UNS b OK, 1 MSMREO LGA 
て 存する 都 あ り , 何れ 
を 認め . EO OMPEBWAB LB. ER 
定型 的 結核 結 を ぜ の 所 見 あり て て, POLO DONE BSUS 
ざる 所 に 非 さ る も , 之 が 感 森 篤 路 を 病理 組織 牌 的 に 早計 に 断定 し 得 ざ さぁ も の こす . 周 
も の 最も 多き も の させ られ 居る より し て , AHLRMS ( CHORETSAMBICS M 
Bt OBO (RES < く は 肺 ) の 再燃 を た し , 既存 の 冶 性 の 
RRO BBY LO AR BR UA, 


1) 都築 正男, 1085, 817 (天正 144). 2) FMR, 1476 
和 8 年 ). 3) A. Fricke, Beitr. klin. Thc., 8, 309 (1907). 4) H. Klose, Beitr. klin. Chir., 
"66, 1 (1910). 5) A Lebert, Arch. Anat. Physiol. wiss. Med., 190, 286 (1844). 6) 
Whartin, “Amer, J. med. Sci., 68, 25 (1899). 7) Franco, Virch. Arch., 198-(1908); 8) 
Bundschuh,. Beitr. path. Anat., 57, 65.(1914).. 9) Frankel, Strahlentherapie, 12, 595 
(1921). 10) Dupont et Leroux, Centralorg. ges. Chir. u. Grenzgeb., 16, 84 (1922). 11) 
K. Hollösi, Chi. Chir., 65, 1812 (1938). 12) meets, Wirges. 6, 42 (大 正 7 
年 6 月 - 大 正 8 年 4 月 ). 13) J. Wolff, Die Lehre von der Krebskrht., Berlin, 2, 105 
(1911). 14) 鈴江 , 170 10 年 ). 15) Clement, Virch. Arch., 
139, 35 (1895). 16) Lubarsch, Virch. Areh., 61, 280 (1888). 17) RIC, MM. 21. 292 
(#1 24F). 18) Mc. Caskey, Amer. J. Sci., 124, 97 (1902). 195 Wolff, Die Lehre 
von d. Krebskrht., 1, 314, 380 (1929). 20) Ribberi, Geschwulstlehre, Bonn, 2, 97 :(1914). * 
21) Cheatle and Cutler, Tumors of the Breast, London, (1931). 
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Abb. 2. Fall 1. 
Vergrössung der Tuberkel, 
K Karzinomzellen 

R Riesenzelle 


Abb. 1. Fall 1. 
A Atrophierte Milchdrüse 
K Karzinomzellen 
L Lymphozyteninfiltration 
T Tuberkel 


Abb. 3. Fall 2. 
A Atrophierte Milchdrüse 
K Karzinomzellen 
T Tuberkel mit Riesenzellen 


Yoshinori Ainota und Hiroshi Takaoka: Über zwei Fälle von Koexistenz einer Karzinoms 
und einer Tuberkulose in derselben Mamma. 
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TAFEL XXVIII 


Fall 2. Abb. 5. Fall 2. 
Tuberkel im Drüsenläppchen. 
A Drüsenläppchen 

T Tuberkel mit Riesenzelle 


Abb. 4. 
Karzinominfiltration des Drüsenläppchens. 
A Drüsenläppchen 
D Ausführungsgang 
K Karzinomzellen 


Abb. 6. Fall 2. 
Karzinom und Tuberkel der Achseldriise 
K Karzinomzellen 
L Lymphfellikel 
T Tuberkel 


Yoshinori Ainota und Hiroshi Takaoka: Über zwei Fälle von Koexistenz einer Karzinoms 
und einer Tuberkulose in derselben Mamma. 
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IC atc 極性 及び 性 この 開 係 ) 
"(Chinin. 導 さ 可 移植 性 腫瘍 at 5)) 
m2 x 
(WAN 19 年 7 月 15 HH) 


On the Mechanism of Tumoraffin Character of Dyestuffs. 
The Relation between Dyeing Power and Polarization 
as well as Solubility. (Quinine Derivatives 
and Transplantable Tumor (V)). 
Noribumi Sofue 
(Department of Pharmacology, Tokyo Imperial University) 
(Received July 15, 1944), , 
L 前 報告 ( 2) に て 57 種 の 色素 HU 
みた が , HN Azo-f 規則 な 開 係 を 示 し た の で 
を 表示 すろ る. 


ere] 
i i | | ®R 
i 
Shiono 4 1 | fit | +K* 
1 4Prontosil soluble, B¥ |} 2 1} 1 + 
2R, G* 21:2 + _ 
Trypanblau, G 4 2.1.8 + ttt +2 
第 | Trypanrot, G 5 2h + +t HK f 
} Vitalrot, G 3 2.12 | + + - 
Kongorot, G 2 2 + £ 
Azorubin S, G 2) 4 
Bismark Brown, G | 4 = | (ER 
|Scharlachrot, G | 1 2 + +) 
33Sudan | 1 # {ME 
| Buttergelb, T* | | .2| 1 tt AR) | GR) 
\Chrysoidin, G | | 1 | | 2 + ,| tt 電 は 【 嗜 眠 性 
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a4 | 
Akti, Shiono | NaSO;—< 
Proniosil soluble, B I-N:N- 
Fit er 
NaQ,S” Nso,Na 
oH OH 
Chronotrop 2R, G Cl ) 
Na0,5/ \so,Na 
/ 
第 2 NH:OH CH, CH, oH NH, 
( 
Trypanblau, G . 
Na0;5/ \sG,Na Nao,s/ V \/ \50,Na 
NaO,S NH, SO;Na HN SO,Na 
N—N:N— 
Trypanrot, G < 
NZ 
SO,Na 
NH, HaN SO:Na 
NN:N 
Vitalrot, G < XD 
SO,;Na SO;Na 
NH, NH, 
| 
sNa SO,Na 
oH 
Na0,5s-f  S—N:N—/ 
Azorubin S, G > 
Ä 
3Na 
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5 
Wee 
cas 
BES: i 
F 
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; Orange G,G 


NH;HCl 
Bismarkbrown, G 4 ーー 
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| | 


CH, en, 
a OH 
Buttergelb, Takeda } £ N:N S_NICH,) 
| 
Chrysoidin, G EN 
>—N:N—<" >= 


前 表 を 見 る ミ 38 群 に 分 ける 事 が 出來 る . 

第 1 群 MS Ris MBAS Zik Naphthalin 核 を 
有する Mono-azo 色素 で Sulfon 基 及 び OH AL, NH, 基 を 有 せ . 

Naphthalin 核 を 有 し , Sulfon 基 

= NH, 基 ミ を 有する Dis-azo 色素 で . Sulfon 
増加 する が , 第 1 群 に Amino 基 な Bk O 見 れ ば , “Amino 基 も 必要 の 様 で わる. 
Mono-azo の 場合 に は 腫瘍 に 封 す る We は 減少 する . 

第 3 群 MSEROWMRKMKS< BALD. Zik Dis-azo Lit Mono-azo 色素 で 
Benzen 又は Naphthalin 核 を 有 し , Sulfon H vhs, Amino 基 は 有り 又は 有 せ 

— Ar 皮膚 , BELO Neutralrot Fluores- 
cein TR し , Sudan Til 2A TRF 
に 第 2 表 の 如く に な る ろ る . 


第 2 x へ 

酸 性 | 1% 
+ し | | 極め て 多 し 


非 性 に で 有機 媒 に する 性 質 , HOT 5 に か く 
名 付く . 
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検 し て 見 る . 

Il. KOT 色素 の 脂 性 及び 極性 検出 Bis SLUM 
今 水 に 不 な Chloroform, Aether 
、 及び Amylalkohol 2BA MAC 
増し て ゐる . 残 に Amylalkohol は Alkohol 系 中 に て 水 に 不 落 な も の > 内 で 最小 の 
BRO Lis 極性 少 き も の は Aether 又は Chloroform 
に 容易 に 深 け る が , 極 性 大 な る も の は 落 け 上 難い. 然し 此 極 性 大 な る ぁ る も の も Amylalkohol 
BEE Ze HN U CA 同様 に 酸性 色 
其 内 遊離 Sulfon 酸 の み で は 酸 で 極性 
大 で ある が , Zu Amin ⑥ が 入り 更に 有機 性 部 分 が 増大 する ミ , 解離 度 は 減少 し 極性 
は 比較 的 に 小 ミ な り , HR HC] の 如き 比 
LAI TS Sulfon MS < し て 遊離 酸 出さ ぬか , 
く し て 移行 せ ね . 藤田 "に ょ れ ば 無機 性 は 350 以上 , 
Sulfon 酸 は 250 な る 相 営 斉 い 無機 性 を 示す に 反し , Amino は 70 な る 妙 い 無機 性 を 

& ACH > び 基 非 極 性 部 分 ミ 事 不能 
な り し も の を , 酸 を 加 へ て 比較 的 極 き 酸 基 ミ し て , 
に る 溶解 度 を 比較 検査 すろ 事 に より ER 
る 事 が 出来 る 

第 1 (1) 基 て は Amylalkohol に 移行 せ ず , 更に 

(3) Cit に 移行 すぐ る も , 
第 2 Chloroform に て も Amylalkohol の 如き 階段 わり . 
第 3 Aether a に て も Chloroform の 如き 3 階段 わ b. AA し i 
Aether € Chloroform は 其 性 質 近 似せ b, ’ 


fe し た 事 に の 示唆 奥 へ 2. 
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#4 に て も Chloroform Rit Aether に 移行 ずる も, ] 極性 相 強く; 
YooN NaOH > BRAT. 

第 5 Aether 又は Chloroform に 容易 に 移行 し 


*HCl Aether 等 1.0cc I : に けり る HCl OF. 
HCl 0.5cc YeoN HCl の 代り 5 に NaOH 


Chloro- Amyl- 
Aether form alkohol Orange & NaOH — _ a 
Tryapanblau HCl “ ncıl! = 
Aq. = NaOH — _ 
| 
Aq. _, _ Chloro- Amyl- 
Chromogen | II Hcıl! Ht Ht 
Weigert — II tt 
Aq. NaOH 4H # # 3 
I = = + Aq. — tH tt 
HCl =: 
Chromotrop tn Ht Hcıl! tt 
2R NaOH — で = EEE u Ht 
= brown NaOH 4 it 
I vd er + Aq. ie + ++ 
Ht Scharlachrot Ht Tht 
Vitalrot NaOH = + HCl 
glykol に } 
fl = = — 3.) Aq. iit At 
II tt I ttt # it 
i, 25 HCl 
NaOH — + Sudan III tn 
Aq. _ (同上 ) NaOH #4 3 
I _ Aq. Ht tit # 
HCl 
Prontosil tn Ht cu + 
soluble NaOH — ~ Ib I 
Aq. NaOH # + fit 
= Aq. ++ +4 
HCl fo # 
Congorot 4 CHI Il 
z +t Chrysoidin NaOH oft 
ipoid Aq. + tt + 


= 
= 
q 
x 
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Tl. _ 及び 脂 溶 性 と 腸 場 嗜好 性 と の 係 7 Dis-azo ERICH 
ミ 極 性 及び 脱 次 性 ミ を 第 3 表 よ ょ より 取り 出し て 検 し て 見 る に (第 4). 
BAR で 第 8S 表 参照 


Trypanblau + | tit 
Trypanrot | + | + > | Ht + 
Vitalrot + + 
Congorot | + # | | + 


HOF LAS 更に 第 3 
表 ょ より 類似 の Azo 色素 に 就 て 松 す る に 第 5 RORTHA. 

第 5 表 で 第 3 表 参 照 ) 


| Amylalkohol に る 度 性 

1 on | 1/。 

Chromogen Weigert. — | +H + 
Akti 25 = - + 
Prontosil soluble | + | | — 
Orange G | | ー Lf 
Azorubin S + | #| - H - | + +. 


SRD HR. 更に 第 3 表 ょ より Alkali 性 の Dis-azo 色素 に 就 て 検 す る に 
第 6 表 の 如く で ある ろ る. 

第 6 ABIREM 


| Chloroform ICHT 2 色 性 

Janusgriin { Ht Ht Ht = 
Scharlachrot Ht | = + tit 
Sudam II {| # at Ht + HH 
Buttergelb | ++ + Ht H 
Chrysoidin + Ht + + tt tt 


此 場 合 色素 は Alkali 附 加 に ょ つて 脂 次 性 が 増し て 來 ぁ 様 な Alkali 極性 が 現 は れ て 
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WE LTAT. 第 4 及び 第 5 表 の 場合 ミ 事 示し て る . 

を 要する に Dis-azo 極性 に て 行 は れ , 
質 は 重要 で な い 様 に 思 が, CHS Lt Sulfon 基 ミ 腫瘍 
嗜 好 性 ミ の 間 の 密接 な る 隔 係 に 裏書 を 興 へ る 様 に 思 は れる . 叉 第 4 及び 第 5 表 で 有機 
RES LT Amylalkchol を 探り 上 げた 事 は Amino 酸 抽 出 に 卒 用 せら る Butylalkohol 
ミ C 1 個 の 差 で ある 事 は 何等 か の 意味 を 奥 へ 得る 事 に な る か も 知れ な い . 

綿 括 

の 間 に る 係 を 見 し 得る Azo- 色 に て 検 す る 
に 8 種 に 分 類 出來 る . 

有する Mono-azo 色素 で Sulfon OH L, NH; 

BALD 24D Naphthalin 核 有 し , Sulfon 基 ミ NH。 
基 ミ を 有する Dis-azo 色素 で , Sulfon 基 の に より 場 に る 嗜好 性 は 増加 する 
が , 第 1 群 に Amino 基 な きよ ょ より 見 れ ば , 2b UEORTCHS. Mono-azo の 場合 に 

BIH 及び に に 多く 集 る も の Zit Dis-azo. 叉 は Mono-azo 色素 で 
Benzen Zit Naphthalin 核 し ,.Sulfon Heirs, Amino HAA) Vistar 

#% Sudan TIT TRI AL, RS 

Aether, Chloroform, Amylalkohol 4 Azo-f44O it. 
Alkali 酸 は を 加 へ て する 事 に より 色素 が 極性 
性 か を 知り 得 が, RO (1) SHRI ABE 
2 報 に 報告 し た Sulfon 

$8) TE る 御 指導 な 感謝 する 。 

1) FRA=, 4908, 5135 (17). る 230 Fi 

(B16). 3) HH. 86, 99 (HH 17). 4) MH. 36, 393, 396 (HR 17). 

5) BEIM, 第 2 部 4B. 125 18). RUB 

分 析 . 37,170 (HS). 903 頁 (49). 
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酸性 色素 薬物 の 細 胞 動 物 に す る 
MT xX 
(昭和 19 A 15 Heth) 


On the Testing Method of Toxicity and Specificity of Acid 
Dyestuffs or Preparations upon Microbes. (Quinine 
Derivatives and Transplantable Tumor (VI). 

. Noribumi Sofue 
(Department of Pharmacology, Tokyo Imperial University) 
a (Received July 15, 1944) 

一 般 に 臣 基 性 及び 脂 次 性 個所 に 集 5, 酸性 個所 に 集 ぁ 事 少 く , HOCTAMICK AL SARE L 
た 人 の 目的 は 悪性 腫瘍 治療 する ぁ に の で , CH St DAME 
こす る 、 今 迄 に 酸性 色素 又は 薬物 で 悪性 腫瘍 の 治療 研究 し た も DILGER OD Isaminblau, 
FAB 85) の Heteroauxin RU B-Indol WERE Kali・ 田 中 秋 三 の Myosalvarsan 及 
U Neosalvarsan, Tartarus stibiatus, 7H we OD Amino 
酸 Schulemann 3 の Eosinselen (Selencyankalium-Dinatrium-dibrom-dinitro- 
fluorescein), Eric Boyland ® の 2 忠 基 性 酸 等 が ちる が , 従来 の 報告 に よれ ば , MHBRARAD 
AD 2 18120522), IC Sulfon AA HEAD TH WUE OMA 
BE CH OB Kb ZU 
酸性 の 竹生 物 を 用 ひね ば な ら ぬ ね が, 信 迄 は 常に Typhus, Staphylococcus, Cholera, Paramecium, 
D BAe AA 従 つて 性 色素 又は を 以 て し て は 有利 で 
HSM, TH BRCH ZN, BS 酸性 微生物 (陽性 帯電 ) 
CH SO, に は 酸性 培養 基 で 生育 する も GL BAR LT: m 
園 が Trypanblau に て 好 染 , 中 心 は Neutralrot に て 好 染 で ちあ つた が **。 不動 な の で 簡単 に 其 生 
Pere CHARA HE TH BZ. 然るに た また ま Paramecium (P) 
共存 する Vorticella (V)*** OF, 類 に 親和 性 少く , 酸性 色素 に 親和 性 強く 活 な る ぁ 運 


し , Neutralrof, Methylenblau MIC BST, 
ALE T ZI, 周 園 の 酸性 色素 部 の み まり, PROMI 
色 部 は 染 ま ら 5. 

*** Vorticella は 溝 水 中 て 容易 に 手 に 入る 。 Bex CP VES 
現 は れ 後 P 多 く な 5 り , V は 減少 する. 
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動か 示 ず の で 
Liz. pH MRT pH ICMR L CHR LI: HIRE 


ER). 
BAR Neutralro 


4/IV 培養 開 始 せ る 培養 液 2.0cc 
14/TY 1924 0.2% Neutralrot #%& 
HCl Rit NaOH . 2 gtt 


p 20 分 後 全部 
し ,| 分 後 全部 30 分 ほ ミ ん で 死亡 
LIT. 
始め 胞 み し , 基 間 は 動く . 反 に ょ 赤 叉 は 
HICH ED CHT, 
る 表 Trypanblan ZU 
1/IV 培養 開 始 の 液  2.0cc 


13/IV 1942 Trypanblau % 2 gtt 
oN HCl. Rit NaOH 2 gtt 


20-302) 3° 3 日 3 日 


+ j | | | 

食 空 胞 は 染色 し 難し . 


Neutralrot: 梁 色 速 に し て 酸性 及び Alkali 性 共に V 及 び P 共 に 始め は 食 宏 胞 , P 
TH OD, 後 色調 が に が ぁ ミ 
運動 は 消失 する . BSS 5. 
素 液 の 色調 は 酸性 液 で は 赤 , Alkali 性 液 で も 始め は 赤 で あぁ る が , 後 周 園 よ り 次 第 に 黄 
中 央 は 赤色 に 止ま る GEIL KO CRED THD Alkali 
RMD). P を Neutralrot 液 中 に 入る ぇ > に 赤 染 し , 赤 染 の 進行 ミ 共 に 運動 止む . 
色 始 め , 之 ミ 共に 既に 止ま り し 運動 も 再び 現 は れ て 來 る . VRP 
P ミ V ミ を 比較 
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TRY, PROBES し て 運動 消失 する . .P 
基 の 極性 の 多少 に SHAS Lipoid 
AL TEL, TIERES TFT AO CHAE 
酸性 色素 が 酸性 で , 7 
DARE BSA BORER 酸性 色素 
に 性 示 性 帯電 る 可 き V が 営 で HEOP を 用 ぶる 事 は 不適 あ 
0, 
果 も 再 検討 すね ば な ら な い . 

4 5 種 の 酸性 色素 を し て が (第 3 表 ), PCH UTS 
wh, V に 土 し て 種々 な 程度 に 作用 し て ゐる の を 見 た . 


WIR P 及 び V に する 作用 程度 の 比較 


BEE Gy fir © 
2%* | fe | ne | 染色 程度 
E 
Trypanblau | | | 60 | 
| | + | 100 | 
ーー 
Trypanrot | | a | 1 50 」 死 モ 
| (KARL | | 
| | | 
italrot 10 | | | 40 1% t fe | 
13 100 | + | 100 但 
Japanal | | FOR. | 
Violet | | | 50° 
Extra , | 3HH | | (Hit } 


* %: 全 動 物 に す る 2, 示さ ゞ る ろ 物 は 全般 で ある 
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II. Paramecium 及び Vorticella 併用 に よる Azo-apochinin F#BORERR 
Azo-apochinia 一 般 に 酸性 色素 で ある が , ZICHLPROV 
THRÜRBLr. 4 の 結果 を 括 NES 1 
に 死 ず る 前 は THF 後 運動 に 静止 し , 
WAT. 


第 1 P<V に b 新 鮮 液 作用 経過 の 差異 示す 


3 we (14 1.0cc 
(NaOH 加 ふ Car 5 の み は HCl を ふ )( 新 液 ) 5ce 
oN NaOH Kit HCI 15cc を 10ce に 入れ る ) : 


* SHB ICR CRE CH 
xe V: Vorticella, P: Paramecium 

PICELT Azo-apochinin % L, VIC 
BEL SRO Lk SBSH BLT, Azo-apochinin 
の 如何 に より 9 二 様 に 働く 事 を 見 る の は 興味 ある 事 で ある . 

II 染色 性 と 毒性 必 ら ず し も 一致 な 
い 事 は 第 4 表 の 如く で ある . : 

BY L, 叉 酸性 色 は 酸性 物 
RED L, 反 に 酸性 色素 が 性 照 物 に し , 
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a 
。 
; 
| 
9 
\ * 
SIE 
‘ona 
4 
| 


| 第 #, 
| . P | vV 


直 ち 5 に 食 し , 染色 < 比例 | 


Tevpanblion v (PREG, RMR), 
TYP REISS WERE 


HE し て 不動 で な 
Car* 1~13 z 


階 記 * Azo-apochinin DIC Car ARAM LT. 


に は 細 胞 な ぐも , 
へ て 以 て 殺 細 性 に ミ Zu Kuhn 


第 5 表 Car 5 WR(25/1V 1942) 


fe 5 0.1% 2 gtt. 


HCl 

mm N 日 | 付加 後 Vorticolla 死亡 の 時 
22,307 

2 60” 

3 A 液 (23/IV) 

| 40 


M6K Car 1942) 


液 (14/IV 1.0cc 
Car 11 1.000 


oN HCl 3 gtt. 
. 薬 液 Mw mM 後 の 時 Mm 
V | 5 死亡 | 
2 26 > 
3 


e 

= = —— 
| 
i 

ーーーー 
ı 
“ 
; 
4 
je 
| 

= 


| kaw 

に よれ ば VCH 第 1 
BHZCRF, EHS, 第 2.8 日 ミ 
第 に 弱る 様 で ある . : 

V. REHORKEOME 液 を 保存 する に あたり , 
毒性 少な い . KOPCHUTEU 新 に て する に , 第 
LT, MORE P T 


* 
= 


&0 


Fs 


am 
Chinim. 
10 1942) 第 1 さ 比較 の 事 
死 叉 は 不動 , 横線 部 : と 生存 < 温 合 AGA: MEL 
* A: BM, V: Vorticella, P: Paramecium 


a ar N 


« 
* 
186 
2 
V4. F 
 — 
{ 
@ 
= 
4 
; 
- 


— 


2°) mm | 減 
8 | 不 Bi BER 8 


DORE CHS. 

2) 後者 の る > も, 生死 が 

3) Vorticella (V) & 容易 に 手 こ 入 め 然 も 酸性 
色素 に の る 染色 し 存 ず が Parsinedfum (PPP EO, 
者 を 用 ひ て 酸性 及び 性 色素 の を 比較 得る . 

4) ZI kre VES Pics 
TREEROENE 

5) P 及 び V を 用 -apochinin Lica’, PICS 
を 示 し , VICE L LOA. 
を 見 る . : 

US, 此 様 な 細 胞 薬物 の 
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場合 に は , 共通 な 作 用 を 有する も の が あつ て , IC 
揮 す る べ より 4, に 巡 も の が , SL 
TOD AM < 

7) 調製 の 新 Azo-apochinin cH し 2 日 目 液 最も , 


て は 第 1 

8) 保存 液 の 日 光 ミ の 係 CHS V 

終 5 に 臨み 田村 , 

RR 

1) KEB—E, 2) WH. 85, 152 (m 16). 

3) RAB, BRA, HH. 35, 296 ( 昭 16). 4) Eric Boyland, B, J. 34, 1196 (1940). 

5) DEA, 小野 勝 造 , p. 68 ( 昭 12). 6) AHIR, 

| JED. p. 151 (95). 7) R. Kuhn, Die Chemie 55, 1 (1942). 8) rk, 簡明 
59083). N HAMMER. 31, 955 (12). 10) RAR, 

23, 671 (WHS). 12) RIA, 36,391 OH 17). 13) WH. 38, 419, 
-19)., 14) 80, 482 (11). 15) 田中 秋 三 , HH. 35, 346 (ay 15). 
16) SHE. BORE H. 37, 187) 17) 田中 貢 , Tohoku Journal of exp. Med. 18, 

482 (837). 18) % ACER, 30, 6855 11). 19) SAME, HARS 

@ 16, 297, 17 (#3 15). 20) 21, 17710092). 21) 

Ae 35, 2788 (15) 2) A ARES. 24, 71 

5). 23) JERE; W. Schulemann, ak. 3, 997 (x 4). 24) H. Fithner, 

Heffter’s Handbtich d. exp.’ Pharmakolog. I, 1202 (1923). 25) Bol 

PUR. 野田 邦 廣 , A. 35, 300 ( 昭 16). 26) Th. Wagner-Jauregg, Naturwissenshafteri: 29, 
30, 335 (1943). f 
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血 粉 に ょ る 生成 の 抑制 特に 肝臓 カタ ラー 
に 就 て 
中 原 和 郎 , mm 文子 
癌 究 所 
mm 10467 27 日 受付 ) 


Inhibition of Liver Cancer Production by Blood Meal Feeding, 
with Special Reference to the Significance 
of Liver Catalase* 


Waro Nakahara and Fumiko Fukuoka: 
(Laboratories of the Japanese Foundation for Cancer Research, Tokyo.) 
(Received July 27, 1944) 


In a previous paper!) we demonstrated a parallelism existing between 
the catalase activity of liver tissud and the production and inhibition of 
liver cancer. We first discovered that liver feeding, which is highly efficient 
in inhibiting the liver cancer production, increases the catalase activity of 
liver tissue in normal rats. We next found that the catalase activity of 
liver tissue is progressively decreased in the course of liver cancer produc- 
tion by butter yellow and that the liver cancer tissue produced is almost ° 
free from eatalase activity. Finally, it was observed that liver feeding 
effectively prevented the reduction of catalase activity concomitant with the 
inhibition of the production of liver cancer. 

These observations, suggestive though they are, do not warrant the 
conclusion that liver catalase is an important factor in bringing about the 
inhibition of liver cancer production, since the reduced or increased activity 
of catalase paralleling respectively the production of liver cancer or its 
inhibition may possibly be nothing more than accompanying phenomena. 

For the purpose of clarifying the significance of the observed behavior 
of liver catalase it would be of interest to discover an efficient method, 
other than liver feeding, of increasing the catalase activity of liver and to 
test its effect upon the experimental production of liver cancer. One highly 
promising method has been found, namely, the feeding with dried blood 
meal?), 


* Aided by a Scientific Research Encouragement Grant from the Department of 
Education. 

1) W. Nakahara and F. Fukuoka, Gann, Vol. 38, 340 (1944). 

2) W. Nakahara and F. Fukuoka, (Medicine and Biology), Vol. 6, 
July 5 (1944). 
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Effect of Blood Meal Feeding on the Catalase Activity of the Liver 


Blood meal was prepared by simply drying over water bath the blood 
clot from which all the larger lumps of fibrin were removed, the blood clot 
being that of horse left over after the separation of serum. The thoroughly 
dried material was ground into fine powder and was mixed with pulverized 
unpolished rice at the rate of 10 percent. 

A series of normal albino rats were maintained on this mixture, with 
occasional supply of green vegetables. Three weeks after the beginning of 
the feeding the rats, 17 in number, were killed and the activity of liver 
catalase was determined. 

For the determination of catalase activity we used a Battelli-Stern 
apparatus. The method of preparing enzyme extract, etc., were the same 
as in our previous experiments: 0.1g of liver tissue removed from an 
exsanguinated rat was thoroughly mashed in a small mortar and was ex- 
tracted with 10ce of phosphate buffer solution of pH7, extract being 
separated by centrifugation, and 0.3ce of the extract, diluted with 0.7 ee 
of the same buffer solution, was used. for 


each determination. The ce of oxygen ob- © ir 
tained was recalculated into that at the stan- Rat No. 1 21.4 
dard condition. The following figures were < =. 
obtained : — e 4 14.6 

The results of eatalase determinations on . ne 
the liver tissue of normal rats were given in 7 13.1 
our previous paper!). Suffice it to state here : 23 
that in over 90 percent of these controls the 10 11.4 
liver catalase activity fell between 3 to 10cc 11 9.9 
values as determined by the same method \ is cs 
used in the above experiment, the average 14 8.5 
for 43 controls being 6.3ec. There would 2 nr 
seem to be no doubt that blood meal feeding 17 6.9 
definitely stimulated the catalase activity of 
Average 11.9 
liver tissue. 


Effect of Blood Meal Feeding on the Experimental Production 
of Liver Cancer 


Having found that blood meal feeding increases the catalase activity 
of the liver, we proceeded to test the effeet of blood meal feeding on the 
production of liver cancer. 

In the first two. experiments (Exps. I and m normal albino rats were 
fed on the mixture of unpolished rice powder 900g and dried blood meal 
100g, to which was added 0. 6g of dimethylaminoazobenzol, dissolved in a 
small amount of vegetable oil. 4 

At the end of 150 days all thearats then surviving :were killed for 
examination with the following results : — 


é 
429 
7 
4 
£ 
| 
4 
. 
[| 
. 


Total no. of rats surviving 150 days 13 ) 

Liver with small cancer nodule,” 107.7%) .| 0 
With nodular hyperplasia 107.7%) “0 
With localized cirrhotic areas. | 1( 7.72) 0 
| 
! 


With slightly uneven surface 4(30.7%) 4(40.0%) 
Liver macroscopically normal 6(46,1%) 6(60.0%) 


In an additional experiment (Exp. III) the amount of blood meal was 
reduced, i.e., 50g blood meal to 950g unpolished rice powder, otherwise 
the experimental conditions being the same as before. The liver findings 
in these experiments were as follows : — g 


Exp. III 
Total no. of rats surviving 150 days 8 ~ 
Liver with cancer nodule 0 
With nodular hyperplasia 0 
With localized cirrhotic areas 0 
With slightly uneven surface 3(37.5%) 
Liver macroscopically normal 5(62.5%) 


For comparison we quote the following protocol of a control experi- 
ment, carried out exactly as the above three but without the addition of 
blood meal. This experiment is cited simply as an example of. numerous 
others, which, as well established, demonstrated that liver cancer is pro- 
duced in 50-100 percent of cases by dimethylaminoazobenzol feeding in the 
course of 150 days. 

Unpolished Rice Control without Blood Meal 


Total number of rats surviving 150 days 14 » 
Liver cancer 11(78.5%) 
Liver cirrhotic with nodular hyperplasia . 2(14.3%) 
Liver with slightly uneven surface 1( 7.1%) 
Liver macroscopically normal 0 


We believe that our experiments are adequate to warrant tie con- 
clasion that blood meal feeding definitely inhibits the production of liver 
cancer by dimethylaminoazobenzol. 


Behavior of Liver Catalase during the Inhibition by Blood 
Meal Feeding of Liver Cancer Production 


There remains now td be described our observations on the behavior 
of liver catalase during the inhibition by blood meal feeding of liver eancer 
production. 
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A suitable number of ,rats.,were taken, at definite periods from 30 to 
150 days, from a series of animals carried as a parallel to the first two 
experithents above deseribed: namely’ those maintained on 10 peréent blood 
meal with 0.6'pereent and the: catalase activity. 
of the liver was determined aceording: to the method already described: 
As may be seen frotw the,|following table, theninhibition by-blood meal 
feeding of, liver cancer production is accompanied,.by the prevention of 
the, reduction ef the: catalase activity, which we!) already demonstrated to 
occur i in the . ogee of, the liver cancer production, See also Chart 1. 


' b 30 days 60 days 100 days: | 4 etd days { 
cc ec | cc 
13.4 12.8 14.6! 
1105 12.4 9.0 | 10.2 £ 
11,7 
11.7 7.4 | ‘8.7 
| 8.9 5.4 1 6.6 
| 8.2 4.7 | 5.0 
| 6.0 
| | 4.0* 
Average | 10.38 | 
Gases with slight nodular hyperplasia. 
„sor 2448 
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- 30 days 60 days 700 days 150days 


Chart 1. The average changes in the catalase activity of the liver: 
« In the course of the production of butter 
yellow liver cancer. 
u----- © In the course of the inhibition of the liver 
cancer production by blood meal feeding. 
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Conclusion 


We in the study that blood feeding 
strikingly increases the catalase activity of liver in normal rats, [2) markedly 
inhibits the prodüetion}of liver cancer due, to butter yellow, and (3) ade- 
quately prevents the reduction of liver catalase which otherwise ‘occurs 
under butter yellow feeding, closely paralleling our previous observations 
on the behavior of liver catalase in the inhibition by liver feeding of liver 
cancer production. That two different methods (liver feeding and blood 
meal feeding), inhibiting liver' cancer production, give rise to the identical 
reaction of liver catalase strengthens the theory that liver catalase forms 
‘ an important factor in the biochemical mechanism of carcinogenesis and 


anti-carcinogenesis. 
We wish to thank Professor S. Hosoya of the Gali Institute for Infectious 


Diseases, Tokyo, for the donation of the material for the preparation of blood meal used, 


in the present experiments. 
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抑制 され る ミ , MM sr, 
今 同 は 新た に 血 粉 (乾燥 馬 血 餅 ) 2 - SEO, 
が 抑制 され , LE LOMB’ ZOO 
Mit カタ ラー 用 の 消長 が 冶 及び 制 の 生化 機 に 何 か 重 
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細胞 性 胃 性 の 一 検 例 
= 

= UHREN 

19 年 7 月 27 日 受付 ) 


Ein Sektionsfall von auf Basis eines chronischen Magen- 
geschwürs entwickeltem Belegzellenkrebs. (Tafel XXIX) 
Seiiti Ohashi 
(Pathologisches Institut der Tokyo Kaiserlichen Universität. 


Vorstand: Prof. T. Mitamura.) 
(Eingegangen am 27. Juli, 1944) 


LC lt Rokitanski 以来 Hauser (1883), Verse (1909), Payer 
(1910), Stromeyer (1912), Konjeizny (1913), Borrmann を 初め , FEA T 
山 極 , 長興 先生 , 町 井 氏 , 件 氏 等 の 研究 ある も , FPR ROARS ER 
A TO. 余 は 最近 我 が 教 於 て 胃 場 な る 病名 に て 入院 し 
(Bix All GRUNER 217 , 血色 素 ( ァ リー) 380), 有 核 及び 幼 若 胞 (10.8 
%) 見 られ KEL 慢性 胃潰瘍 部 に ご 的 に せる 細 
も の に LCD RE LAT ORR 

ie 例 

BOMO 4, B, BA. 臨 

at, 甘味 物 は 非常 に 好む 。 患者 
は 39 b A ORM IC 昭和 18 年 1 月 24 日 再び 突 吐血 ( 約 1 立 ) 
振 , MOA, MMT SICH 2, LBM 19 年 2 月 3 時 , 
LET SLMS, 液 検査 は 成功 せ ず レ 線 断 の 結果 は 性 
か 示し , 入院 以来 少量 な る も 持 績 的 に 見 られ , IC 


N 


- 
腹腔 を 開く に 腹水 な く , し , 
其 小 部 に 2,3 ヶ 周 園 巴 腺腫 認め , 同 部 は 維 性 に 硬く 肝 葉 下線 ミ 閥 . 
SURE, 少し く 隆 起 し 理 不明 に し て 場 移 な を 
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は し む 胃 を 開く に 約 30 
DRE 2 に 横 に MHS 0 8 
XO0.3 HORE REL, L OD 
像 な り . 其 部 は 1 ユー2 し て 薄く , 
ER 70. 其他 の 臓器 主要 な る ぁ る 所 見 
ML. 

(80H). 5. heh. 6. 大 動脈 
2 7. 190, 7. AME, 胸骨 

部 に は 組 認め す 。, 一 般 に 小 管区 こし て , 一 部 分 
BI Cth ES し て AUSH 
数 認 む . 粗 な る ぁ も の も 見 , Eosin CRO 
GEM (Belegzellen) に 極め て て 類似 せり . O 
見 る に , St, を 中 心 ミ し ES し る も の に し て 部 側 
CMA Hauser, Borrmann 等 が 所 調 Ulkuskrebs LTH 

2. Hk 0. 毛細 管内 に 血 及び 

< AI LUC 原形 質 も Eosin あ 
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5 BE RACS<, 所 々 出血 あり . 
FLA 

例 に し て , AC Ae 2% ERY Hauser, Borrmann, 
BACHEF MMR %, HMO bd, FWtterer, Stromeyer, 
Hauser, Aschoff ED TED L, LCM OR ERS 
GEL LE. b BORA Crweillhier, Erhard に れ ば の 
&, Finsterer は 胃潰瘍 の 綴 10 年 及 12 年 に し て 
2 L, Lebert は 103 例 の 調査 し 2 年 以上 の な 
さる 者 の 中 に は 性 時 に は 性 CHICBL Striimpell も 同意 し わあ 

れる か の つ に ん も , CAS BABRO 

L, 小 な る 愉 性 に 相 ざ ぎる 例外 所 見 を せ る 
も の な らん 小濱 は 本 例 の 組織 像 る や は 研究 要する ぁ る 所 な り 

た る も Orator L 12 SLT: CHEN, 町 井 氏 は 壁 細 
りら. / 
ED SRIF ICE L, 膜 の 部 の 再生 前 増殖 の 出現 に 始ま り 
SOBILSL, 本 例 に て は 潰瘍 部 に 異型 的 上 殖 を 軽度 に 認め た る も , EMA SHAD 
移行 明 ら りき. 我 が 室 に て 昨年 3 月 23 日 より 本 年 同月 同日 迄 の 202 
胃潰瘍 1 例 に し て 所 潰 瘍 1 例 (5.22) に 過ぎ ざる な り 
ROMBEIC C172 例 中 12 例 (6.79%)。 は 450 
例 中 2 例 (2.022) SLT: IC 

Lubarsch, Borrincnn, Eehard 等 は る も の “で 考 へ わり 。 Mil ~ CHR D 
HKit 66.1626 70> MPF Kis 302 BIC 3 例 (0.922) の み 察し た り RUS 
ESCHE LH ZDAICL-C AAO WS 5 
有 な る も の な り Naegeli, 小宮 等 は 悪性 腫瘍 の 移 時 の 血 は 有 核 の 出現 高 
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本 例 は 始 よ り 血球 減少 し , 


Dik Fite >. 一 應 白血病 悪性 様 像 は し むる 色素 以下 な れ ば 悪性 
血 は 除外 せら る > も の な b. 
LORD, 


i. 43 ROB FI RROD x 0.3 IC 
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1) Payer, Pathogenese und pattclogische Anatomie d. runden Magengeschwiirs. (Verhandl :. 
d. deutsch. gesellschaft f. Pathologie. 1910). 2) Payer, Krebsige Entartung des chronis hen 
Magengeschwürs. (Münch. med. Wochenschrift. 1910, S. 1209). 3) Konjetzny, Über die 
Beziehungen der chronischen castritis mit ihren Folgezuständen und des chronischen 
Magenulcus zur Entwicklung des Magenkrebs. (Beitrag zur klin. Chirn. 1913). 4) 
Verse, Entstehung von Karzinom aus allem Ulcus ventriculi und bei polyp ‘sis vedtriculi. 
(Verhandlg d. deutsch. Gesellschaft f. Pathologie. 1909). 5) Haberfeld, Zur Statistik u. 
Ätiologie des Karzinomes des Magens, der Gallenwege und Bronchien. (Zeitschrift f. 
Krebsforschung. Bd. 7, 1909). 6) Hirschfeld, Bezichungen zum Magengeschwür und 
Magenkrebs. (Kongre. f. inn. Med. 1902, S. 208). 7) Stromeyer, Pathogenese des Ulkus 
venfricul-. Ulcus und Karzinom, (Beitrag z. partologs Anatomie u. z. allg. Path. Bd. 25, 
1912). 8) Orator, Beiträge zur Magenpathologie I & II. (Virchow Archiv. Bd. 255, Bd. 
256). 9) Rothang, Erhard, Über das ulcuskubs des Duodenums. (Frankfurtu Zeitschrift 
f. Pathologie. 1940). 10) Otto, Naegeli, Blutdiagnostik und Blutkrankheiten. (Berlin 
Springer. 1931), 11) ku, Gi. 第 17 年. 12) Borrmann, 
Wachstums- u. Verbreitungswege d. Magencarcinoms von anatomischen und klinischen 
Standpunkt. (Habilitationsschrift zu Marburg. 1901). 13) Borrmann, Diskussion zum 
Vorträge von Lubarsch-Verhandig. (Deutsch. pathol. Gesellschaft. 1906). 14) Hauser, 
Zur Histogenese des Krebses. (Virch. Archiv. Bd. 138, :1894). 15) Moskowiez, Zur 
Histologie des Ulcus bereiten Magens, (Arch. £. klin. Chir. Bd. 122, 1922). 16) Payser, 

„ Untersuchungen über d. Ulkuscarcinom d. Magens. (Deutsch. Zeitschrift f. Chirurg, Bd, 
GM. 2M). 19) 小宮 , 


| 
« 
| 
. 
N 
‘ 
i 
4 
- 
. 
( 
= 
ag 
i 
is 
| 
‘ 4 
, 
* 


GANN VOL. XXXVIII 1944 


組織 全般 像 
SEHR 


FED WG 側 組 織 像 
の 「 挫 上 が り 」CAufrollung) Ar) 


M……… 筋 層 の 「 挫 き 上 が り 」 


第 5 岡 HE CHS 5 第 6 ¥— 7 


Seiiti Ohashi: Ein Sektionsfall von auf Basis eines chronischen Magengeschwer entwickelten Belegzellenkrebs. 
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